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この報告書は、平成6（1994）年度に、国営船上山・

小田股ダム建設に係る採石事業に伴う事前調査として、

中国四国農政局東伯農業水利事業所の委託を受け、倉吉

市津原字フタゴ塚において実施した発掘調査の記録です。

今回の発掘調査により、弥生時代末期から古墳時代前

期に連続する土墳墓群と古墳群を検出しました。これは、

当地方の古墳時代の始まりを考える上で貴重な資料とな

るものです。

この報告書が多くの方々に活用されて歴史解明の一助

となれば幸いに思います。

最後に、発掘調査にあたり御協力いただいた中国四国

農政局東伯農業水利事業所をはじめ、津原地区の方々、

現場作業、内務整理に従事していただいた方々に感謝の

意を表するものです。

平成7年3月

倉吉市教育委員会

教育長　小　川　幸　人
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I　発掘調査に至る経緯

平成4年2月、中国四国農政局東伯農業水利事業所より、国営東伯農業水利事業船上山ダ

ム・小田股ダム建設工事に係る谷原石山採石場の拡張計画が提示された。開発予定地の踏査

を実施したところ、丘陵尾根中央で古墳の高まりを確認した。また丘陵北端には、昭和48年

の踏査時に古墳を2基確認している。このため倉吉市教育委員会が、予備調査を平成5年5

月11日～6月11日まで行った。この結果、丘陵尾根部分を中心に古墳の周溝、箱式石棺墓、
（註）

弥生土器、土師器などを検出して、遺跡の存在が明らかになった。倉吉市教育委員会は、東

伯農業水利事業所と協議を計った結果、既存の採石場に近い尾根部分の3200m2について発掘

調査を実施することとなった。調査は、倉吉市教育委員会が主体となり、1994（平成5）年

9月5日～12月28日まで実施した。

（註）竹富亜也子「津原地区（ニタ子塚遺跡）」『倉吉市内遺跡分布調査報告書VIIl』倉吉市教育委員会1995

年

II　位置と歴史的環境

ニタ子塚遺跡は、倉吉市街地から北西に約7km離れた倉吉市津原字フタゴ塚に所在する。

遺跡の所在する灘手地区（旧灘手村）の地形は、大山の火山活動によって形成された洪積性

の丘陵が樹枝状に入り組んでいる。これら丘陵の北側には標高約1－2mの灘手低湿地帯が

広がっている。調査地は南西～北東に伸びる標高70－60m前後の丘陵尾根上で、付近の最高所

を含む標高70－74mの地点にある。水田面と調査地の比高差は約60mである。調査前は、調査

区全体が畑作を放棄した後の荒れた状態で、密集した笹竹林と雑木林であった。同一丘陵上

には、清水谷古墳群（10）が所在し、1973年の調査により箱式石棺墓を主体とする古墳を2基

検出した。このうち清水谷1号墳からは、内行花文鏡が出土している。その他、予備調査で

箱式石棺墓、古墳周溝、古墳状の高まりを確認している。また、こタ子塚遺跡が所在する丘

陵の東側裾に所在する郊家平古墳群では、1987年の調査により横穴式石室を主体とする古墳

を3基検出している。

ニタ子塚遺跡の所在する灘手地区を含めた倉吉市西郊には、数多くの遺跡が所在する。以

下、分布図範囲内の遺跡を中心に概要を述べる。

旧石器時代の遺物は、中尾遺跡（44）から出土した国府型ナイフ型石器（黒曜石製・安山岩

質各1）、長谷遺跡から出土したナイフ型石器（安山岩質）などがある。

縄文時代の遺跡は、早期の竪穴式住居址と礫群、押型文土器が出土した取木遺跡（59）、84

基の落し穴、前～晩期の土器が出土した中尾遺跡、57基の落し穴、尖頭器や早期の押型文士

－1－



器、後期・晩期の探鉢が出土した長谷遺跡がある。その他に縄文時代早期の土器が出土した

遺跡としては、大栄町大谷第1遺跡・大谷築山遺跡が、縄文時代中期～後期の土器が出土し

た遺跡は、大栄町青木第1遺跡・後ろ谷遺跡・上種第5遺跡、中峯遺跡（64）がある。落し穴

は、青木第4遺跡、頭根後谷遺跡（9）・大仙峯遺跡（7）・大山遺跡（8）・イキス遺跡（58）

からも検出している。

弥生時代の遺跡は、前期では土墳墓群の出土した、大栄町後ろ谷遺跡、イキス遺跡がある。

中期では、水晶の玉作工房跡が出土した大栄町西高江遺跡や青木第2遺跡がある。後期にな

ると遺跡の数は増大する。大仙峯遺跡・大山遺跡・コザンコウ遺跡（62）・道祖神峰遺跡（61）・

遠藤谷峯遺跡（65）・白市遺跡（63）・中峯遺跡・大沢前遺跡（66）、大栄町東高江遺跡・高江神

社遺跡・別所経塚遺跡・青木第4遺跡・上種第5遺跡などの集落址がある。このうち中峯遺

跡では鳥形スタンプ文土器が出土している。これらは、ほとんどの遺跡が古墳時代も営まれ

る。墳墓では、四隅突出型墳丘墓が3基出土し国史跡に指定された阿弥大寺墳丘墓群（78）、

四隅突出型墳丘墓の可能性がある葉栗古墳群（32）の弥生墳墓、方形の削り出し墳丘墓を2基

検出し吉備系の大型壷が出土した大谷後口谷墳丘墓群（55）、手焙り形土器の出土した三度舞

墳丘墓（36）がある。これらはいずれも弥生時代後期の墳丘墓である。

古墳時代になると、丘陵上に多くの古墳が造られる。倉吉市西郊の前期古墳としては、粘

土榔（長さ約7m・幅約1．4m）を主体とし、憂鳳鏡・三角縁神獣鏡・鉄器などの出土した国

分寺古墳（45・前方後円く方〉墳・全長60m）、箱式石棺墓を主体とし、三角縁神獣鏡・琴柱

型石製品の出土した上神大将塚古墳（31・円墳・径30m）、竪穴式石榔の出土した向山古墳群

宮ノ峰21号填、方墳を密集して検出した猫山遺跡（30）がある。古墳時代後期の前方後円墳は、

横穴式石室を主体とする大栄町西穂波16号墳（全長38m）、箱式石棺墓を主体とする高鼻2号

墳（14・全長26m）、大塚山古墳（13・全長52m）、帆立貝式の前方後円墳である大栄町下種8

号墳（全長31m）・上種西14号墳（全長36m）などがある。その他に発掘された古墳として、

蛇行鉄剣の出土した頭根後谷遺跡、大栄町妻波古墳群、大山遺跡、横穴式石室を主体部とす

る東鳥ケ尾古墳（6）、横穴式石室を主体部とする7世紀代の方墳を検出した取木遺跡・一反

1　亀谷古墳群

2　亀谷第1遺跡

3　下種古墳群

4　下種東古墳群

5　効家平古墳群

6　東鳥ケ尾古墳

7　大仙峯遺跡

8　大山遺跡

9　頭根後谷遺跡

10　清水谷古墳群

11西焼ス古墳群

12　清水谷尻1号墳

13－大塚山古墳

14　高鼻2号墳

15　島遺跡群

16　曲古墳群

17　島古墳群

18　上神古墳群

19　上神45号墳

20　上神44号墳

21上神48号墳

22　上神51号墳

23　上神119号墳

24　クズマ遺跡

25　桜木遺跡

26　谷畑遺跡

27　西山遺跡

28　トドロケ遺跡

29　東狭間古墳

30　上神猫山遺跡

31上神大将塚古墳

32　葉栗古墳群

33　西前遺跡

34　屋喜山古墳群

35　屋喜山9号墳

36　三度舞墳丘墓
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37　沢べリ遺跡（1次）

38　沢べリ遺跡（2次）

39　不入同遺跡

40　イザ原古墳群

41大谷大将塚古墳

42　小林古墳群

43　大谷古墳群

44　中尾遺跡

45　国分寺古墳

46　北ノ城城跡

47　榔塚遺跡

48　打塚遺跡



第1図　倉吉市周辺の地形と遺跡分布図

49　古神宮古墓

50　宮ノ下遺跡

51伯者国分尼寺跡

52　伯書国分寺跡

53　伯蓄国庁跡

54　古墳群

55　大谷後口谷墳丘墓群

56　古墳群

57　四王寺跡

58　イキス遺跡

59　取木遺跡

60　一反半田遺跡

61道祖神峰遺跡

62　コザンコウ遺跡

63　日市遺跡

64　中峯遺跡

65　遠藤谷峯遺跡

66　大沢前遺跡

67　大道谷遺跡

68　昭和開拓遺跡

69　勝負谷遺跡群

70　鶏塚古墳群

71ケンカ塚古墳群

72　稚児ケ墓古墳群
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73　観音堂遺跡

74　並壕古墳群

75　上福田横穴群

76　砦跡

77　小谷遺跡

78　阿弥大寺墳丘墓群

79　下小垣遺跡

80　奥田遺跡

81箕ケ平遺跡

82　後中尾遺跡

83　高城城跡

84　後口谷遺跡

85　福本家ノ上古墓

86　上野遺跡

87　砦跡

88　矢戸遺跡

89　岩屋遺跡

90　福田寺遺跡

91島掛遺跡

92　今倉遺跡

93　今倉城跡

94　市場城跡



半田遺跡（60）などがある。

奈良時代になると、久米ケ原丘陵東端部周辺に伯書国庁（53）・伯蓄国分寺（52）・伯蓄国分

尼寺（51）、大型建物群を検出し官街跡と推定されている不入同遺跡（39）が近接して設けられ

伯者国の政治・文化の中心となる。平安時代には、四王寺山山項に四王寺（57）が建立された。

III　調査の概要

調査は石材が散乱し墳丘状の高まりのある1号境の部分を除き重機により表土を除去した。

表土除去後人力による検出を行い、遺構の掘り下げを行った。

調査地の基本層序は、茶褐色土（表土・旧耕作土）、暗褐色土（ソフトローム土）、黄灰色

砂質土（ホーキ火山砂層）、黄褐色砂質土（AT：姶良・丹沢火山砂層）、橙褐色粘質土（礫混

じり粘質層）、黄褐色土（DKP：大山・倉吉軽石層）の順である。遺構の検出は、暗褐色土（ソ

フトローム土）上層でおこなったが、尾根項部については暗褐色土（ソフトローム土）、黄灰

色砂質土（ホーキ火山砂層）、黄褐色砂質土（AT：姶良・丹沢火山砂層）の堆積状態が悪

く、暗褐色土（ソフトローム土）に、黄灰色砂質土（ホーキ火山砂層）、黄褐色砂質土（AT：
Lの

N
u）

こタ子塚遺跡調査区位置図
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第3図　ニタ子塚遺跡全体図
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3号土墳墓

圧1号土墳墓
10号土墳墓

‾千　　三
2号土墳墓

′

3m

第4図　土墳墓群全体図

姶良・丹沢火山砂層）がブロック状に混じる面で検出した。調査後の面積は3200m2である。

遺構の測量は国土座標による4mメッシュを組み、1号墳・2号項の主体部と遺物出土状況図

についてはS＝1／10で、その他の遺構はS＝1／20で実測した。調査地の調査後地形測量及び、

ニタ子塚6号項の墳丘測量は平板を使用し、S＝1／100、25cm毎の等高線で測量した。

調査の結果、土墳墓10基、土墳墓に伴う溝4条、古墳5基・周溝内埋葬施設2基、土壌3

基（うち落し穴1基）を検出した。
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1．遺構
（1）土墳墓群

調査区の最高所（標高74m）から

わずかに西側に寄った場所を中心

にして、10基からなる土墳墓群を

検出した∴4条の溝によって北・

西・南（土墳墓群文中の方位は全

て便宜上1号溝を北とした）の3

方を区画された、長軸15m・短軸9

mの方形の墓城内に規則的に配置

されている。各土墳墓の主軸方向

は、尾根と直交するもの（N330W

～N51OW）と平行するもの（N41O

E～N51OE）に分かれる。前者に

属するものは1～5・7・10号の

7基、後者に属するものは6・8・

9号の3基である。土墳墓間の切

り合いはほとんど無く、3・4号

と5・6号が一辺を共有している

程度であった。木棺痕跡は、平・

断面の観察によって1・3～7・

9号の7基で検出された。

遺物は全体に少なく、棺内に副

葬されたものは全く無かったが、

5・6号の2基で棺上に供献され

た土器と標石と考えられる石が出

土した。また、1号溝と2号溝で

もまとまった遺物が出土した。

1号土墳墓　土墳墓群の南部、

2号土墳墓と3号土墳墓の間に位

置し、主軸方向はN450Wである。

平面形は隅丸長方形で、墓墳掘り

方は2段になっており、規模は上

段が長さ2．22m・幅1．36m・深さ

1茶褐色土
（地山ブロック・炭粒を含む）

2　暗褐色土
3　暗褐色土（DKP粒を含む）
4　暗褐色土（炭粒を少量含む）
5　暗褐色土
（DKP粒・炭粒を含む）
6　暗褐色土
（DKP粒を多量に含む）
7　明茶褐色土（炭粒を含む）
8　黄色枯質土と暗褐色土の混じり土

0　　　　　　　　　　　　　　1m

第5図　1・2号土墳墓遺構図
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0．39m、下段が長さ1．58m・幅0．58m・深さ0．10mを測る。検出面から墓墳底までの深さは0．49

mであった。下段の掘り方と哩土の堆積状況から、長さ1．55m・幅0．55m程度の木棺が納めら

れていたと推定される。

遺物は、墓墳底から埋葬時に混入したと思われる安山岩質石鉄S3が1点出土した。

2号土墳墓　土墳墓群の南端、1号土墳墓と4号溝の間に位置し、主軸方向はN51OWであ

る。平面形は長楕円形で、墓墳掘り方の規模は長さ2．41m・幅1．10m、検出面からの深さは0．76

mを測る。平・断面とも木棺痕跡は検出されなかった。

3号土墳墓　1号土墳墓と4号土墳墓の間に位置し、主軸方向はN390Wである。1辺を共

有する4号土墳墓と共に中心的な位置にある。平面形は隅丸長方形で、墓墳掘り方は3段に

なっている。規模は上段が長さ2．62m・幅1．42m・深さ0．51m、中段が長さ2．40m・幅0．84m・

深さ0．06m、下段が長さ1．82m・幅0．50m・深さ0．26mで、検出面から墓場底までの深さは0．83

mを測る。下段の掘り方と哩土の堆積状況から、長さ1．75m・幅0．45m・高さ0．30m程度の木

棺が納められていたと推定される。中段の掘り方の南側壁沿いに幅0．06m前後の炭化物層が

検出された。

遺物は土器片がわずかに出土した。このうち1片は底部片Iであった。

4号土墳墓　3号土墳墓と7号土墳墓の間に位置し、主軸方向はN420Wである。1辺を共

有する3号土墳墓と共に中心的な位置にあり、規模も最大のものである。平面形は隅丸長方

形で、墓墳掘り方は3段になっている。規模は上段が長さ3．12m・幅2．11m・深さ0．33m、中

段が長さ2．82m・幅1．34m・深さ0．16m、下段が長さ2．20m・幅0．66m・深さ0．26mで、検出

面から墓墳底までの深さは0．75mを測る。下段の掘り方と哩土の堆積状況から、長さ2．00m・

幅0．60m・高さ0．40m程度の木棺が納められていたと推定される。中段の掘り方の北側壁沿い

に幅0．06m前後の炭化物層が検出された。

遺物は土器片がわずかに出土した。

5号土墳墓・6号土墳墓　5・6号土墳墓は検出面で黒褐色土が見られたため、当初土墳

墓群の東西辺の区画溝を想定していた。従って、検出面から別々に十字ベルトを組んで掘り

下げることができなかった。また、検出面の遺物は一括で取り上げてしまったため、壷6・

賓・石錘S2の他、若干量の土器片がどちらの土墳墓に伴うものか特定できなかった。

5号土墳墓　土墳墓群の東部、土墳墓群中最高所に位置する。主軸方向はN400Wで、6号土

墳墓とT字状に接する。平面形はいびつな長橋円形で、墓場底には小口板と側板の痕跡が残っ

ていた。これによって推定される木棺の規模は、内法で長さ1．50m・幅0．40m程度である。側

板の長さは1．80m程度と推定され両小口間の距離よりも長くなっており、小口板を側板で挟

み込むような形の木棺であったと推定される。

遺物は検出面の中央やや東寄りから注口土器2・器台3等が出土したほか、長さ23cmの標

石と考えられる石が出土した。
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1暗褐色土（地山中ブロックを含む）
2　暗黄褐色土（地山小ブロックを含む）
3　暗褐色土（AT・ホーキ小ブロックを含む）
4　暗褐色土（AT・ホーキブロックを含む、しまりが悪い）
5　暗褐色土（DKP粒を含む）
6　暗褐色土
7　暗褐色土（AT・ホーキブロックを多く含む）
8　褐色土（AT・ホーキブロックを多く含む）
9　茶褐色土（AT・ホーキブロックを少量含む）
10褐色土（AT・ホーキブロックを含む、炭粒を含む）

11暗褐色土（茶褐色土粒を含む、AT・ホーキブロックを含む）
12褐色土
13赤褐色土（地山ブロックを少量含む）
14暗褐色土（AT・ホーキブロックを含む、炭粒を含む）
15黄褐色土（地山ブロックを少量含む）
16褐色土　（AT・ホーキブロックをわずかに含む）
17暗赤褐色土（AT・ホーキブロックを少量含む）
18褐色土（AT・ホーキブロックを多量に含む）
19暗赤褐色土

一・・．‾　　　、

匡団炭化物　し一）根

第6図　3・4号土墳墓遺構図
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第7図　5・6号土墳墓遺構図
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黒褐色土（地山ブロックを含む）
暗褐色土（地山ブロックを含む）
明茶褐色土（地山ブロックを含む）
茶褐色土（地山ブロックを少量含む）
茶褐色土（地山ブロックを多量に含む）
茶褐色土



10茶褐色土（地山ブロック
11桃褐色粘質土（地山か？
12暗桃褐色粘質土（地山か
13黒褐色土（ATブロック
14暗茶褐色土（ATプロツ

1茶褐色土（地山ブロックを
含む）
2　暗茶褐色土（地山ブロック
をわずかに含む）
3　暗褐色土（地山ブロックを
含む）
4　淡茶褐色土
5　淡茶褐色土（地山ブロック
を多く含む）
6　明茶褐色土（地山ブロック
を含む）
7　茶褐色土
8　暗褐色土（地山ブロックを
わずかに含む、炭粒を含む）
9　茶褐色土（地山ブロックを
わずかに含む）

を多量に含む）

炭粒をわずかに含む）
炭粒をわずかに含む）

15暗褐色土（AT・ホーキブロックを含む）
16茶褐色土（炭粒をわずかに含む）
17暗褐色土
18ホーキ（地山か？）

0 1m

第8図　7号土墳墓・1号溝遺構図

6号土墳墓　土墳墓群の東部に位置する。主軸方向はN51OEで、5号土墳墓とT字状に接す

る。平面形は隅丸長方形、墓場掘り方は不明瞭な2段掘りで、規模は上段が長さ2・20m・幅1・38

m・深さ0．49m、下段が長さ1．64m・幅0．46m・深さ0．06mで検出面からの深さは0・55mを測

る。墓墳底には北側に小口板を立てるための溝が掘られており、南西側にも不明瞭ながら小

口板の痕跡が認められた。下段の掘り方と哩土の堆積状況から、長さ1・60m・幅0・40m・高さ

0．30m程度の木棺が納められていたと推定される。

遺物は検出面の中央やや南西寄りから注口土器4・賓5等が出土したほか、10cm四方の標

石と考えられる石が出土した。
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7号土墳墓　土墳墓群の北端に位置し、

1号溝と接する。主軸方向はN330Wであ

る。一部不明瞭な部分が有るが推定され

る墓墳掘り方の規模は、長さ2．80m・幅

1．40m程度で、検出面からの深さは0．46

mを測る。墓墳底には両小口に小口板を

固定するための溝が掘られていた。溝の

長さは東側0．52m、西側0．42mを測り、東

側のほうが長い。このため、おそらく頭

位は東だろうと推定される。この小口板

痕跡と哩土の堆積状況から、長さ1．60

m・幅0．50m程度の木棺が納められてい

たと推定される。本土墳墓は、掘り方が

いびつな点、哩土に立ち上がりが見られ

る点、墓墳底から炭化物層が検出された

点など、何等かの施設の存在もしく＿は別

遺構との切り合いが想定されるが判断で

きなかった。

遺物は出土しなかった。　　　　　　　　　　　第9図　1号溝遺物出土状況図

1号溝　尾根に直交し、土墳墓群の北を区画する。土層断面からは1号溝が7号土墳墓を

切っているように見えるが、7号土墳墓の肩が崩れたためで、前後関係が逆転する可能性も

考えたい。断面形はU字、平面形は両端が折れるカスガイ型で7号土墳墓を取り囲むような

形になっている。検出面の規模は長さ5．02m・幅0．80m、検出面からの深さは0．46mを測る。

溝の中央部は若干幅が広がっており、径0．30m程度の石が2個並んでいた。石は溝底から約

0．10m浮いており、ある程度溝が埋まってからおかれた可能性も有る。石の上には土器片が多

量に散らばっていたので、供献台と考えられる。

遺物は石の上を中心に壷7～9、体部全体を貝殻腹緑の刻み目で飾った注口土器、矧0・

II、器台12等の土器がまとまって出土したほか、砥石Slが1点出土した。

8号土墳墓　土墳墓群の東端、6号土墳墓の南東に位置し、主軸方向はN51OEである。平

面形は隅丸長方形で墓墳掘り方の規模は長さ1．16m・幅0．42m、検出面からの深さは0．38mを

測る。土墳墓群中最小のもので、6号土墳墓との位置関係から、6号土墳墓の被葬者と近親

の子供の墓の可能性が高い。平・断面とも木棺痕跡は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。
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一「－－－臣一

1m

1時茶褐色土（地山ブロックを多く含む）
2　茶褐色土（地山ブロックを含む）
3　暗褐色土（DKPを含む、硬い）
4　暗茶褐色土（DKPを含む）
5　茶褐色土（DKPを含む、軟らかい）
6　暗褐色土
7　明茶褐色土
8　時茶褐色土（AT・ホーキブロックを多量に含む）
9　暗茶褐色土
10暗褐色土（炭粒を含む）

第10図　8－10号土墳墓遺構図

9号土墳墓　土墳墓群の南西隅、1号土墳墓と3号溝の間に位置し、主軸方向はN41OEで

ある。墓墳掘り方の規模は、長さ1．82m・幅0．86m、検出面からの深さは0．74mを測る。墓場

底から木棺痕跡は検出されなかったが、断面に側板を支えた痕跡が見られるので木棺墓で

あったと考えられる。

遺物は出土しなかった。

10号土墳墓　土墳墓群南部、1号土墳墓と2号土墳墓の間に位置し、主卓由方向はN400Wで

ある。平面形はいびつな長楕円形で、墓境掘り方の規模は長さ1．36m・幅0．74m、検出面から

の深さは0．24mを測る。平・断面とも木棺痕跡は検出されなかった。土墳墓群内にあるため、
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1黒褐色土（地山ブロックを少量含む）
2　明茶褐色土（黒褐色土を含む、地山ブロックを含む）
3　明茶褐色土
4　暗褐色土（地山ブロックを含む）
5　黒褐色土（ホーキ・DKPブロックを含む）
6　明茶褐色土（ホーキ・DKPブロックを含む）
7　黒褐色土（茶褐色土を含む）
8　明茶褐色土（ホーキ・ATブロックを少量含む）
9　暗褐色土（炭粒を含む、地山ブロックを少量含む）
10暗褐色土

第11図　2－4号溝遺構図

－15－



土墳墓としたが、規模が小さく掘り方もいびつなため、土墳墓以外の遺構の可能性もある。

遺物は出土しなかった。

2号溝　尾根と平行して長く延び、土墳墓群の西を区画する。1・2・3・4・7号土墳

墓主軸とほぼ直交する。断面形はU字形で、掘り方の規模は長さ6．96m・幅1．24m、検出面か

らの深さは0．20mを測る。溝底には東側に長さ4．92m・幅0．25m前後、検出面からの深さ0．12

m前後の小溝が設けられている。

遺物は中央部付近の哩土上層より壷13・台付瑞15、西側より壷I4が出土した他、比較的多

量の土器片が出土した。

3号溝　9号土墳墓の西に位置し、2号溝と共に土墳墓群の西を区画するが、2号溝とは

軸が異なる。断面はⅤ字形で、掘り方の規模は長さ2．60m・幅1．08m、検出面から最深部まで

の深さは0．78mを測る。底部はスリバチ状に深くなっており、形態的には土壌であるが、墓域

を区画する位置にあり、他の溝と同様、上層に自然堆積の黒褐色土が見られたことから溝と

した。土層断面には柱状のものを立てたような痕跡が認められた。

遺物は大型壷体部片I6の他、若干の土器片が出土した。なお、大型壷体部片16は1・2・

3号溝の上層哩土から、同一個体の破片が数片ずつ出土している。

4号溝　尾根と直交し、土墳墓群の南を区画する。断面はⅤ字形で、掘り方の規模は長さ

3．28m・幅1．06m、検出面からの深さは0．56mを測る。形態は土墳墓と差が無いが、上層に自

然堆積の黒褐色土が見られたため溝と判断した。

遺物は出土しなかった。

（2）古墳群

調査の結果、調査区北側の丘陵東側の傾斜変換点で5基の古墳を検出した。5基は全て周

溝の一部が接する様に造られており、このうち2－4号項は西辺を揃えるようにしていた。

盛土は1号境でわずかに検出された以外遺存していなかったが、主体部は5基全てに残って

おり2・3号境では2基の主体部が検出された。このうち1号境の主体部は地域色の強い竪

穴式石櫛で類例の無いものであった。また、その他の埋葬施設として1号墳周溝から牛墓を、

3号墳周溝から土器棺墓を検出した。

遺物は全体に少なく、副葬品は2号墳1号主体部の刀子1点のみであった。

1号墳

墳丘　調査区北側の標高71－72mの丘陵東側の傾斜変換点に位置する方墳で、今回調査した

古墳群のなかで一番低い位置に立地する。調査前にはわずかに墳丘状の高まりが見られ、高

まりの中心付近では石材が散乱していた。表土除去後の墳丘盛土は、斜面側だけ最大で10cm

の厚さで遺存していた。調査後の周溝を含めた規模は、南北12．5m・東西9．5mを測り、今回

調査した古墳群中最大の規模である。
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1暗赤褐色1二（地両ホーキブロック含む）
2　黒褐色土
3　暗褐色と（地111ブロック含む）

0

第12図　1号墳遺構図

－17－

（地山ブロック含む）

4m



南西小口　　70．8m

北東小口　　70．8m

1茶褐色土
2　暗褐色土
3　時赤褐色土（AT・ホーキブロックをわずかに含む）
4　時赤褐色土（AT・ホーキブロックを少量含む）
5　時黄褐色土（灰色粘土粒含む）
6　灰色枯質土（灰色粘土粒含む）
7　淡黄褐色土（灰色粘土粒含む）
8　灰色粘土
9　暗橙褐色土
10橙褐色粘質土（DKP粒を多量に含む）

0 1m

第13図　1号墳主体部遺構図1
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第14図　1号墳主体部遺構図2
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50cm

第15図　1号墳周港内埋葬施設遺構図

凧葺　斜面の低い側を除きコの字状にめぐっている。南西側は2号項の周溝を切っている。

幅は最大で2．2m、深さは最も深い所で0．5mを測る。

主体部　墳丘中央やや西よりに位置する。主軸方向はN320Eで、尾根と平行する。墓場の掘

り方規模は、長さ3．5m・幅1．77mで、検出面からの深さは最も深い所で0．6mを測る。断面観

察及び平面掘り下げよりU字型の粘土床を検出したため、木棺は遺存していなかったが割竹

形木棺と推定した。木棺の長さは両小口の石で木棺を挟んだ間、木棺の幅は粘土のU字型の

肩であると考え、復元規模で長さ1．8m・幅0．4mと推定される。粘土床の周囲は基底部分が石

材で囲まれ、さらに石材を二重三重に持ち送りながら積み上げていた。以上の状況から主体

部は、割竹形木棺を持つ竪穴式石柳であると考える。石柳の規模は基底石の内法で、長さ2．4

m・幅0．7mである。頭位は、南西側の石材が北東側に比べ若干厚く積み重なっており、南西
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と推定する。

この主体部の構築方法は次のように復元できる。①墓壕を掘る。②長さ2．5m・幅0．7－0．75

mの範囲で土を敷き整地する。③整地部分に約10－30cm大の板石を隙間無く敷きつめる。④基

底石掘り方に土を入れ、基底石を立てて内側から灰色粘土を詰めて安定させる。⑤敷石を覆

い隠すように内側に土を敷く。⑥割廿形木棺を安置し、両小口部分を石で挟み込む。⑦木棺

の隙間に粘土を詰める。⑧遺体を納めたのち木棺の蓋をする。⑨木棺の上に石を立てかけな

がら石を中央に持ち送る。⑲墓境を埋める。

遺物　主体部からは副葬品、土器等の遺物は出土しなかった。周溝より高塚脚部17、墳丘表

土除去中に小型器台18、鉄斧Flが出土した。

周溝内埋葬施設　周溝内北西側土壌より、牛の上・下顎骨及び歯が1体分出土した。周溝を

検出した時点では、撹乱と考え周溝と一緒に掘り下げていたため、検出面での規模は不明で

あるが、周溝が埋まってから土壌が掘られている。周溝底での平面プランは不整な三角形で、

規模は長さ1．13m・幅0．93m・深さ0．1mである。墓壕の長軸は周溝が伸びる方向と一致す

る。

2号墳

墳丘　調査区北側、標高71－72mの丘陵東側の傾斜変換点に位置する方墳で、1・3号境と切

り合う。調査後の周溝を含めた規模は南北10．7m・東西7．6mを測る。盛土は検出されなかっ

たが、主体部が削平されていることから築造時にはある程度の盛土が有ったと考えられる。

周溝　斜面の高い側にコの字状に巡る。北端は一部1号境の周溝によって切られ、南端は3

号項の周溝を切る。幅は0．85－2．35mで西・北側より南側が広くなっている。検出面からの深

さは尾根側で最大0．55mを測り、斜面側は徐々に浅くなる。

1号主体部　墳丘の中央やや西寄りに位置する土墳墓である。主軸方向はN130Eで尾根と平

行する。平面形はいびつな隅丸長方形で、墓場掘り方の規模は長さ3．14m・幅0．97m、検出面

からの深さは0．54mを測る。土層断面から木棺痕跡が検出されており、幅0．40m程度の木棺を

納めていたと推定される。頭位は副葬品の位置から南と推定される。

副葬品は墓墳底南側中央から刀子F2が出土した。検出時は3つに折れており、腹を南、

刃先を西に向けていた。

2号主体部1号主体部の東に位置する土墳墓で、1号主体部を一部切っている。主軸方向

はN160Eでほぼ1号主体部と平行する。平面形は隅丸長方形で、墓墳掘り方は2段になって

おり、上段の規模は長さ2．70m・幅1．17m、下段の規模は長さ1．96m・幅0．46mで、検出面か

らの深さは0．26mを測る。土層断面から木棺痕跡が検出されており、下段の掘り方と合わせ

て、木棺の規模は長さ1．90m・幅0．40m程度と推定される。検出面で下段の掘り方の外側に

沿って検出された白灰色粘質土は蓋と側板を固定するための目張りと考えられる。また、墓

墳底南側中央で検出された白灰色粘質土塊は1号主体部の副葬品の出土位置と似ているため、
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第16図　2号墳遺構図
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黒褐色上
黒色L
黒色上（Al’ブロックを多く合む）
黒茶褐色上

茶褐色上（地‥げロックをわずかに含む）
黒褐色L（淡褐色」二をわずかに含む）
淡褐色L
暗褐色上（地山ブロックを含む）
rl褐色粘質上（地山ブロックかつ）

4m



1暗褐色土（地山ブロックを多量に含む）
2　暗褐色粘質土（地山ブロックを多量に含む）
3　暗褐色粘質土
4　茶褐色土（地山ブロックを多量に含む）
5　淡褐色粘質土（ATブロックを多く含む、地山か？）
6　暗茶褐色土
7　時茶褐色土（地山ブロックを多量に含む）
8　日灰色粘質土
9　暗黄褐色土

1m

第17図　2号墳1・2号主体部遺構図

いわゆる粘土枕と考えられる。よって頭位は南と推定される。

副葬品は出土しなかった。

出土遺物　周溝哩土中より直口壷19・聾21・器台23が、表土中より大型壷20・高塚22が出土

した。なお、直口壷】9は他の遺物と時期が異なるので後世の混入とみられる。

3号墳

墳丘　調査区北側、標高72－73mの丘陵東側の傾斜変換点に位置する方墳で、2・4号項と切

り合う。調査後の周溝を含めた規模は南北8．65m・東西5．35mを測る。盛土は検出されなかっ

たが、主体部がかなり削平を受けていることから、築造時にはある程度の盛土が有ったもの

と考えられる。
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第18図　　3～5号墳遺構図

1黒褐色上（淡褐色
上をわずかに含む）
淡褐色土
黒褐色土
暗茶褐色上
演茶褐色I二
暗赤褐色上
略茶褐色上
ブロックを
む）

（地目l

多く含

8　暗赤褐色上（地山
ブロックを多く含
む、地山か？）
9　黒褐色土（暗褐色
土・地山ブロック
を含む）
10井褐色土（黒褐色
上・地山ブロック
を含む）
11黒色士
12暗茶褐色士（地山
ブロックを含む）

5m
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≡ミ二つ二二7＝＝

茶褐色土（地山ブロックを含む）
暗褐色土（ホーキブロックをわずかに含む）
暗茶褐色土（地山ブロックを多く含む）
暗茶褐色土（地山ブロックをわずかに含む）
暗褐色土
暗茶褐色土
暗褐色土（地山ホーキブロックを含む）

1m

第19図　3号墳1・2号主体部遺構図

周溝　周溝は斜面の高い側にコの字状に巡り、尾根側の中央を0．85m程陸橋状に掘り残す。北

側は2号項の周溝に切られ、南側は一部地境溝による撹乱を受ける。幅は最大1．90m、陸橋部

0．75mを測り、斜面側の方が広くなる。検出面からの深さは尾根側で最大0．48mを測り斜面側

は徐々に浅くなっていた。

l号主体部　墳丘中央部に位置する土墳墓で、一部地境溝による擾乱を受ける。主軸方向は

N790Wで、尾根に対して直交する。平面形は隅丸長方形で、墓場掘り方の規模は長さ2．52m・

幅0．92m、検出面からの深さは最大0．41mを測る。墓場としては掘り方がかなり浅いので、盛

土が流失もしくは削平を受けたと考えられる。平断面とも木棺痕跡は検出されなかった。頭

位は墓墳底の傾斜から西側と推定される。

副葬品は出土しなかった。

2号主体部1号主体部の南0．30mに位置する土墳墓で、一部地境溝による撹乱を受ける。主

軸方向はN750Wで、1号主体部とほぼ平行する。平面形は隅丸長方形で、墓場掘り方の規模

は長さ1．69m・幅0．75m、検出面からの深さは最大0．23mを測る。1号主体部と比べるとかな

り規模が小さいので子供を埋葬したものと考えられる。平断面とも木棺痕跡は検出されな

かった。

副葬品は出土しなかった。
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周溝内埋葬施設　陸橋部の南1．15mの周港内に位置する土器棺墓である。大型の壷27を棺身、

大型の把手付喪26を棺蓋とする合口土器棺で、棺の長さは0．75mであった。長さ1．06m・幅

0．58m、周溝底からの深さ0．48mの墓墳掘り方内に、蓋側をやや上に向けた状態で哩置してい

た。棺身は底部を穿孔した後、高塚28の埠部で塞いでいた。棺蓋は同様に底部を穿孔した後、

同一個体の高塀の脚裾部片で塞いでいた。また、棺蓋には接地面にも水抜き用の穴が開けら

れていた。なお、上面の割れは木の根が入っていたため周溝掘り下げ時に壊れたものであり、

調査前は完形であったと思われる。

副葬品、人骨等は出土しなかった。

出土遺物　周溝内埋葬上面付近より壷24・婆25が出土した。周溝内埋葬に対する供献土器か

墳丘から転落したものかは不明である。その他若干の土器片が出土した。

4号墳

墳丘　調査区北側の標高72－73mの丘陵東側の傾斜変換点、古墳群中最高所に位置し、3・5

号項と切り合う。墳形は方墳だが、1－3号境と比べると辺・角が丸みを持つ。調査後の周

溝を含めた規模は南北5．75m・東西4．80mを測る。盛土は検出されておらず、主体部の残りも

いいため、築造時からほとんど盛土を持たなかったと考えられる。

周溝　周溝は斜面の高い側にコの字状に巡る。北側は3号境と接し、一部地境溝による擾乱

を受けているため不明瞭であった。南側は一部5号境の周溝によって切られる。幅は最大1．10

m、西側中央部0．95mで、検出面からの深さは最大0．45mを測る。

主体部　墳丘の中央部に位置する土墳墓である。周溝との距離は0．30m弱しかなく非常に近

接している。主卓由方向はN900Wで尾根に対して直交する。平面形は長楕円形で、墓墳掘り方

の規模は長さ2．66m・幅1．46m、検出面からの深さは0．68mを測る。墓墳底には両小口に小口

板を固定するための溝が掘られており、西側の溝は小口板を立てた後、黄褐色土を裏込めし

ていた。溝の長さは西側0．56m・東側0．44mを測り、西側の方が長くなっている。溝状の側板

痕跡も検出されており、小口板を側板で挟み込むような形の木棺であったと推定される。小

口・側板の痕跡と土層断面から推定される木棺の規模は、内法で長さ1．90m・幅0．50mであ

る。南側の側板痕跡は途中から広くなっているが大部分を掘りすぎたため詳細不明である。

頭位は小口幅と墓墳底の傾斜から西と推定される。

副葬品は出土しなかった。

出土遺物　周溝哩土より、流れ込んだと思われる石鉄S4が出土したのみで、古墳に伴う遺

物は出土しなかった。

5号墳

墳丘　古墳群中最南端、調査区北側の丘陵東側の傾斜変換点に位置し、4号項と切り合う。

2・3号境のように4号境と周溝を揃えず、やや低位に造られている。墳形は不明瞭である

が方墳と考えられる。調査後の周溝を含めた規模は南北4．30m、東西2．95mを測る。盛土は検
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1　明褐色土

第20図　3号墳周溝内埋葬施設遺構図
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踪亘尋－

1暗褐色土（地山ブロック小粒を少量含む）
2　暗橙褐色上（地山ブロックを含む）
3　暗橙褐色1二（地山ブロックをわずかに合む）
4　暗橙褐色1二（地‥げロックをわずかに含む、

暗褐色Lを含む）
暗黄褐色上（DKPと暗褐色上の混じり上）
暗褐色土（DKPを含む）
暗橙褐色土
暗橙褐色土（地山ブロックを多く含む）
暗橙褐色土（地山ブロックを含む、

暗褐色土を含む）
10黄褐色土（地山ブロックを少量含む）
11暗橙褐色土（地山ブロックを多く含む）
12時黄褐色七（5より暗い）
13暗茶褐色土
14淡黄褐色土
15暗橙褐色粘質土

第21図　4・5号墳主体部遺構図
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黒色土
茶褐色土
黒褐色土（DKPブロックを多く含む）
DKP
暗茶褐色土
明褐色土（ソフトロームブロック）
黒色土（ATブロックを含む）
明褐色土（ATブロックを含む）
暗茶褐色土
（地山ブロックをわずかに含む、炭粒を含む）

10灰白色火山砂（地山崩壊土）
11淡褐色粘質土
12暗褐色土
13明茶褐色土（地山ブロックを含む）
14茶褐色土（地山ブロックをわずかに含む）
15明茶褐色土
16黒色土（もろい）
17灰白色粘質土（硬い）
18茶褐色土（もろい）
19黒褐色土
20灰白色粘質土（軟らかい）

1m

第22図　1号土墳遺構図

出されておらず、主体部の残りもいいため築造時からほとんど盛土を持たなかったと考えら

れる。

周溝　周溝は斜面の高い側にコの字状に巡り、尾根側中央を陸橋状に掘り残す。北側は4号

境の周溝をわずかに切っている。幅は最大1．05m、陸橋部0．55mで、斜面の方が広くなってい

た。検出面からの深さは0．10m～0．15m程で非常に浅い。

主体部　墳丘中央に位置する土墳墓で、北西肩部が根による撹乱を受ける。主軸方向はN860

Wで、尾根に対して直交する。平面形は方形で、墓墳掘り方の規模は長さ1．34m・西中口幅0．80
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1黒褐色土（硬い）
2　暗茶褐色土（硬い）

73・4m l

≡堅≡至芸左：：

3　淡褐色土（硬い）
4　茶褐色土（硬い）
5　暗褐色土
6　時茶褐色土（軟らかい）
7　明茶褐色土（軟らかい）
8　窯茶褐色土（軟らかい）
9　黒色土
10暗茶褐色土（ホーキブロック含む）
11時茶褐色土（ホーキブロックを多量に含む）

0 1m

第23図　2・3号土壌遺構図

m・東小口幅0．74m、検出面からの深さは0．66mを測る。墓場底西辺中央に径0．14m・深さ0．10

mの小ピットを持つ。木棺痕跡は平断面とも検出されなかった。頭位は小口幅の違いから西と

推定される。

副葬品は出土しなかった。

出土遺物　主体部検出面より大型壷29・高塀31、南側周溝より蛮30が出土した。当初壷29は

5号境の主体部としての土器棺と考えていたが、下から本物の主体部が検出されたので主体

部に対する供献土器であろう。

（3）土壌

3基の土壌を検出した。3基は形態・規模の点で大きな差が有り、性格も異なると推定さ

れる。

1号土壌　調査区北側東斜面、2号墳南側周溝の延長線上に位置し、一部調査区外にかか

る。平面形は円形で、掘り方の規模は長軸2．56m・短軸2．30m、検出面からの深さは尾根側で

3．20mを測る。地山の土層を観察すると上層部は軟質・褐色系の火山灰層であるが半ば過ぎか

ら硬質・灰色系の火山砂層に変わり、哩土にもこれが崩落したものが含まれるようになる
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（10・17・20層）。

遺物は17・18層の境界付近から土師器体部32・高塚埠部片が出土した。性格は不明だが、

同時期の遺構である古墳群との関係から、1号墳主体部や2号墳2号主体部で使用された粘

土の採掘境の可能性が有る。

2号土境　錮査区北側丘陵東側の傾斜変換点、3号項の南側周港内に位置する。平面形は

ほぼ円形、規模は長軸0．72m・短軸0．64m、深さは周溝底から1．42m、周溝検出面からは1．80

m程度になる。

遺物は出土しなかった。性格は、底部に杭穴状のものが検出されなかったので断定を避け

るが、哩土の締まり具合や周辺から縄文土器片・石鉄が出土していることから縄文時代の落

し穴と推定される。

3号土壊　調査区南側の東緩斜面に位置する。平面形は隅丸長方形で、規模は長事由1．96m・

短軸0．72m、検出面からの深さは0．20mを測る。当初平面形から土墳墓の一つと考えていた

が、哩土が黒色土の自然堆積であったため性格不明の土境とした。

遺物は出土しなかった。

2．遺物

土墳墓群
〔法量（）は推定値〕

出土 位 置 N o． 券 種 法 量 （cm） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎土 ・焼 成 ・色調 ・遺存 状 態

3 号土 壌 墓 1 底　 部 底径 （5．3） 緑 の丸 い 平底 。 外面 へ ラ ミガ キ後 ナ デ 。 内面 へ ラ 精 良。

哩 土 ケ ズ リ後 ナデ 。 癖成 良 好。

暗黄 褐 色 。 内面炭 化 物 付着 。

底部 1／2。

5 号土 墳 墓 2 注　 ロ 口径 （1 6 ．8） 口緑部 は強 く外 反 す る複 合 口緑 で ロ緑部 内 外面 ヨコ ナデ 。 肩部 内面 1 － 3 m m大 の砂 粒、 1 m m以 下 の

上 面 土　 器 注 口長 7．5 ロ緑端 部 は 小 さ く角張 る。屈 曲 部 右 方 向の丁 寧 な へ ラ ケズ リで 単位 細砂 粒 を比較 的 多量 に含 む。

注 口先 径 はほ とん ど磨 滅 して い るが、 長 く 不 明瞭 。 焼 成不 良 。 もろい。

0 ．9 伸 び る もの で はな い。 頚 部 は細 く 注 口部 外 面 パケ メ調 整 、 型 に よる 淡 黄 白色 。

し まっ て長 い。 肩 部 に欄状 工 具 に 成 形 とみ られ、 内 面の 調 整 単位 は 日録部 1／3 ・頚 部 2／3 ・肩部 1／8 ・

よ る細か い 目 の浅 い平 行 線帯 を 2

条 施 し、 間 に 同一 工具 に よる刻 み

目 を密 にめ ぐらす 。 注 口部分 の 取

付 く角度 不 明 。薄 手 。

観 察 で きな い。 注 口部 ほぼ 完存 。

3 鼓　 形 口径　 2 2 ．6 外反 気 味 に大 き く開 く上 台 部 で、 口緑 部 内外 面強 い ヨコナ デ 。上 台 1 － 2 m m大 の砂 粒 を比 較 的 多量

器　 台 脚 径 19 ．0 端部 は 丸 い。 脚 台部 は上 台 部 よ り 部 外 面 ヨ コナ テかの 単 位 明瞭 、 内面 に含 む。

器 高 （1 1．7） 小 さ く、端 部 で さ らに外 反 させ て 左 方 向 のへ ラケ ズ リ後 ナデ 仕上 げ 。焼 成 やや あ まい。

丸 くお わ る。 屈 曲部 の稜 は鋭 い。 脚端 部 内外 面 強 い ヨコ ナデ 。脚 台 暗 橙 褐 色。

脚 台部 下位 に栴描 波 状 文帯 を め ぐ

らす 。

部外 面 ヨコナ デ、 内 面右 上 方 向の

へ ラケ ズ リ。

上 台 部2／3、 脚 台部 完 存。

6 号土 墳 墓 4 注　 口 口径 （1 2．0） 口緑 部 は外 反 す る複 合 口緑 で 、 口 ロ綾 部 内外 面 ヨコナ デ 、外 面 屈 曲 2 m m大 の砂 粒 を少 量 含む 。

上 面 土　 器 注 口長 6．1 緑端 部 は 丸 い。 屈 曲部 の 内面 の段 部付 近 に柄 描 沈線 状 の擦 痕 が残 る。焼 成 あ ま い。

注 口先 径 は 不明 瞭。 屈 曲 部の 稜 は磨 滅 して 肩部 内 面右 方 向 のへ ラ ケ ズ リ。注 淡 桃 橙 色。 注 口部 下 側 及び 胴部

0．8 い るが 小 さ い。 頭部 は 比較 的短 い。 口部 外 面 ナデ 調整 。 棒状 工 具 を差 破 片 に煤 付 着 。

肩 部 に楠状 工 具 に よ る細 か く浅 い

平 行線 帯 を 2 条 施 し、 間 に同 一工

具 に よ る刻 み 目を密 にめ ぐらす。

注 口部 分 の取 付 く角度 不 明。

し込ん だ ま まの成 形 で基 部 は 厚 い。 口緑 部 1／4、 肩部 1／3、注 口部 ほ

ぼ完 存 。
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第24図　3－6号土墳墓出土遺物図

〔法量 （ ）は推定値〕

出土位置 No． 器 種 法量 （cm） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎土 ・焼成 ・色調 ・遺存状態

6 号土墳墓 5 聾 口径 （16 ．0） ロ緑部は外反する複合口緑で、 口 口緑部内外面横方向のへラミガキ。 1 － 2 mm大の砂粒を多量に含む。
上面 最大胴径 緑端部は丸い。屈曲部 は明瞭な段 口緑部外面には荷描沈線状の擦痕 焼成良好。

（18 ．4） をな し、屈曲部の稜は小 さく突出 を残す。頚部外面ヨコナデ。体部 淡黄褐色。胴部一部黒斑。

する。体部は肩の強 く張 らない倒

卵形。肩部外面 には貝殻腹緑 によ

る平行線帯→波状文帯 を施文する。

外面先細の斜め方向のへラミガキ、

内面右方向のへラケズ リ。

口緑 ～胴部1／2。

5 ・6 号 6 ・ニ量ヂ盤 口径（13 ．4） 内湾する長い口綾部で、端部は上 口緑部内外面 ヨコナデ。口緑部内 1 mm大の砂粒を少量含む。雲母
土墳墓上面 方向に立って丸 くおわ る。頚部 と 面の器面は粗 く、擬凹線状の条痕 めだつ。

の境界 に断面三角形の突帯 を貼付。がある。 焼成普通。

淡黄白褐色。

口緑部1／8。

1 号溝 7 一ヨヒ・宜 口径 （15．8） 口緑部は短 く内傾す る複合 口緑で 口緑部内外面ヨコナデ。 口緑部外 2 ～ 3 mm大の砂粒を比較的多量

哩土上層 端部は肉厚。屈曲部の稜 は横方向 面擬凹線状の条痕がみえる、内面 に含む。

に細長 くのびる。頚部は強 く外反 ヨコナデ2 単位。頚部外面ヨコナ 焼成ややあまい。

して上方に開 く。 デ。肩部内面右方向のへラケズ リ。淡黄褐色。

口頚部1／2。

1 号溝 8 口径 14 ．6 口緑部は短 く直立する複合口緑で 口緑部内外面 ヨコナデ 2 単位。口 1 － 2 mm大の砂粒 を少量含む。
石の上 最大胴径 端部 8 は外側 にやや膨 らむ。 9 は 緑部外面に楠描沈線状の擦痕残る。焼成普通かややあまい。

22 ．8 内側に把厚するが一様でない。 と・外面頚部～肩部縦方向に、肩部下 淡黄褐色～淡橙褐色。

底径　 3 ．6 もに屈曲部の稜は横方向に長 く伸 半斜め方向にパケメ調整。体部下 ほぼ完形。
器高　 29 ．0 ぴ る。体部は肩の張 る倒卵形で、

底部は緑の丸い平底。肩部 に8 は

貝殻腹緑による波状文帯 とその下

半 8 は非常に細かい日の縦方向の

パケメ調整で一部粗い目もみえる。

9 は縦方向のパケメ調整のちナデ。9 口径 15．6 1 ～ 3 mm大の砂粒 を比較的多量
最大胴径 に刻み目がめぐり、9 も貝殻腹緑 内面頚部ナデで、器両粗 く平滑で に含む。

26．5 による波状文帯から平行線帯を一 ない。体部右上方向のへ ラケズリ 焼成普通かやや あまい。休部－
底径　 5．7 連に施文する。 9 は底部焼成後の で、 8 の底部付近はへラケズ リ後 方向に肩～底部 まで果報。

器高　 30．9 穿孔 （7 ×5 ．5）で一方に片寄る。 の指頭庄痕を残す。 淡黄褐色～淡橙褐色。

ほぼ完形。
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〔法量（）は推定値〕

出 土位 置 N o． 器 種 法 量 （cm） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎 土 ・焼 成 ・色 調 ・遺 存状 態

1 号溝 1 0 喪 口径 （1 5．4） 口緑 部 は 外傾 す る複 合 口緑 で 、端 ロ緑 部 内外 面 ヨ コナ デ、 1 0は 2 単 精 良 。雲 母 め だつ 。

哩 土上 層 部 10 は角 張 り、 1 1は丸 い。 屈 曲部 位。 と もに ロ緑部 外 面 に楠描 沈 線 焼 成 良好 。

の 稜 は鋭 い。 肩 部 に貝殻 複 線 に よ 状 の擦痕 残 る。 肩部 外面 ナ デ、 内 淡 褐 色。

る平 行線 な い し波状 文 帯 がめ ぐる。 面右 方 向 のへ ラ ケ ズ リ。 口緑 ～ 肩部 1／6。

1 1 口径 （17 ．0） 1 m m大 の砂 粒 少量 、 1 m m以 下 の

細砂 粒 比較 的 多量 に含 む。

焼 成良 好 。硬 質 。

暗 黄褐 色 。

ロ緑 ～肩 部1／3。

1 号溝 1 2 鼓　 形 口径 （1 4．8） ゆ るや か に大 き く外 反す る上 台部 ロ緑 部 外面 ヨコナ デ 、外 面 に栴 描 3 m m以下 の砂 粒 を多量 に 含む 。

哩 土上 層 及 器　 台 で端 部 は 角張 っ て凹 面 を なす。 屈 沈 線 状 の擦痕 残 る。 内面 端部 横 方 焼 成 良好 。

び予 備調 査 曲部 の 稜 は鋭 い 。接 合 しない が同 向の へ ラ ミガ キ、 上 台部 へ ラ ミガ 橙 褐 色。

T 2 一個 体 の 脚端 部 は 角張 る。 キ のち ナ デ、 脚 台部 左方 向 のへ ラ

ケ ズ リ。

口緑 部2／3、 筒部 1／3。

2 号 溝 13 一土．笠 口径 （1 8 ．8） ロ緑部 は外反 す る複合 口緑 で 、瑞 口緑 部 内 外面 ヨコナ デ 、1 3は 外面 1 m m大 の砂 粒 を わず か に含 む。

哩 土 上層 部 は 丸 い。 屈曲 部 の稜 は 小 さ く外 栴描 沈 線状 の 擦痕 全体 に 明瞭 に残 雲母 め だつ 。

下 方 に突 出 す る。 14 は肩 部 に楠描 る。1 4 は ヨコナ デ 3 単 位 が明 瞭 に 焼 成 普 通 かや や あ まい。

平 行 線帯 が め ぐる。 な っ て い る。 肩 部 内面 右 方向 のへ

ラケ ズ リ。

黄褐 色 。

ロ緑 部 1／2。

1 － 2 m m大 の砂 粒 を少 量含 む 。

焼 成 あ まい 。

黄 褐 色。

ロ緑 一肩 部 1／3。

2 号溝

西側 哩 土

1 4 口径 （20 ．0）

2 号 溝 1 5 台付 蝿 口径 （1 4 ．0） 内 傾 す る ロ綾 部 。 ワイ ン グ ラス状 ロ緑 部 外面 縦 方 向の へ ラ ミガ キ、 1 m m以下 の 細砂 粒 を 多量 に含 む 。

哩 土上 層 の 土凱こ台 が つ く器形 。 ロ端 部 丸 く 上位 にパ ケ メ端 の痕 が残 る。 内面 焼 成 良好 。

外 側 がや や膨 らむ。 大 型 。 端部 ヨ コナデ 、 下位 左 方向 の へ ラ

ケ ズ リ。

淡 黄 白褐 色 。

口緑 部 1／1 0。

1 号溝 1 6 大 型壷 口頚 部 不明 。頚 部 直下 破 片 。肩 部 体 部 外面 非 常 に細 か い 目の縦 方 向 2 m m以 下 の砂 粒 を比 較 的 多量 に

2 号溝 上 位 に 貝殻 腹緑 に よる平 行線 帯 と の パ ケ メ、 内面 右 方向 のへ ラケ ズ 含 む。

3 号溝

埋土 上 層

波状 文 帯 を施 文す る。 リ。 焼 成良 好 。硬 質 。

淡 黄褐 色 。

肩 部 1／1 0。

〔法量（）は推定値〕

出土 位 置 N o． 券 種 法 量 （c m） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎土 ・焼 成 ・色調 ・遣 存 状態

1 号墳 1 7 高　 坪 脚径 （14 ．0） 脚 部 破 片。 ゆ るや か に開 く脚 部 で 外 面 裾部 パ ケ メ調整 の ち疎 なへ ラ
2 m m大 の砂 粒 を 少量 含 む。 茶 色

周溝 哩 土 端部 小 さ く角 張 る。薄 手 。 ミガ キ。 内面 筒 部左 方 向 のへ ラ ケ

ズ リ、裾 部横 方 向 のパケ メの ち 下

位 ナ デ でパ ケ メ痕 跡 を残 す。

粒 子 を含 む。

焼 成良 好 。

黄 褐 色。

裾 部 1／6。

1 号 墳 1 8 小　 壷 受 部破 片 。上 方 にの び る ロ緑部 が 受部 外 面磨 滅 、 内面 へ ラ ミガ キの 2 m m大の 砂 粒 を少量 含 む 。

表 土 器　 台 付 く もの 。脚 部 との接 合 は円 板充

填 式。 や や厚 手 。

ち ナデ か。 焼 成普 通 。

くす ん だ淡 黄褐 色 。

受 部 1／6。

2 号墳 19 直 口壷 口径 1 0 ．0 ロ緑 部 は長 く外 傾 し、 肩 の張 る球 口緑端 部 内外 面 強 い ヨコナ デ 、下 1 － 2 mm大 の砂 粒 を比較 的 多量

周溝 哩 土 形 の 体部 。 位 に指 頭 庄痕 め ぐる。 頚部 内 面絞

り 目。 肩 部 外面 斜 め方 向 のパ ケ メ

の ち上 位 ナ デ、 内面 左 方 向の へ ラ

ケ ズ リ。

に含 む 。

焼 成 あ ま い。

暗赤 褐 色。 外 面 赤色 顔料 塗 彩。

口緑 部 2／3、 肩 部1／4。
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〔法量（）は推定値〕

第26図　1・2号墳出土遺物図

出土位置 No． 券 種 法量（cm ） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎土 ・焼成 ・色調 ・遺存状態

2 号増 20 大型壷 大型厚手の壷。 口緑端部破 片は外 頚部外面ナデ、内面頚部下位横方 2 － 3 mm大の砂粒を比較的多量

表土 反 し角張 っておわる もの。頚部下 向の細かい目のパケメ調整。肩部 に含む。雲母めだつ。

位 に木口状工具 による細 く浅 い刻 外面横方向のパケメ、内面右上方 焼成普通かややあまい。

み目を施文。 向のへ ラケズリ。 ．淡黄褐色。断面黒灰色。

頚部 1／12。

2 号墳 21 小型喪 口径 （11 ．6） 口緑部は強 く外反する複合口緑。 ロ緑部内外面ヨコナデ 3 単位。肩 1 mm大の砂粒 を含む。

周溝哩土下 端部は外側に丸い。屈曲部の稜は 部外面パケメ、内面右方向のへラ 焼成ややあまい。

層 長 く外下方にのび る。 ケズ リ。 淡褐色。

ロ緑部2／3。

2 号墳 22 高　 塀 口径 （20 ．8） 坪体部は丸味をもち、ロ緑部で外 口緑部外面へラミガキと思われ る 2 mm以下の砂粒 を比較的多量 に

表土 反 して開 く。端部は丸い。坪底部 が単位不明、r 内面横方向のへ ラミ 含む。

外面小円孔 を穿つが孔中央は突出 ガキのちナデ、へ ラケズリ痕残す。焼成良好。硬質。

する？ 坪底部外面へラケズ リのち縦方向

のへ ラミガキ、円板充填のちナデ

て凹み、その後小円孔。内面へ ラ

ミガキのちナデ仕上げ。

暗黄褐色。

口緑部 1／16、杯底部完存。

2 号墳 23 鼓　 形 口径 18 ．8 やや小型。上台 と脚台の大 きさに 口緑端部内外面ヨコナデ。 ロ緑部 1 ～ 2 mm大の砂粒 を比較的多量

廟溝 器　 台 脚径 18 ．0 差がない。 ロ緑端部 ・脚端部 とも 内面横方向のへラミガキ。上台部 に含む。 1 mm以下の細砂粒を多

器高 11．3 外方 に折れて横にのびる。筒部は 内面へラ ミガキのちナデ仕上 げ、 量 に含む。

強いヨコナデによ り稜をつ くるが 単位不明。脚端部内外面 ヨコナデ。焼成普通。

鋭いものではない。器面 は粗雑で

歪つなかんじ。

脚台部内面右方向のへラケズ リ。 淡黄褐色9

上 台部 1／4、脚台部 3／4。
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第27図　3号墳出土遺物図1

〔法量（）は推定値〕

出土 位置 N o． 器 種 法 量 （c m） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎 土 ・焼 成 ・色調 ・遣 存 状態

3 号 墳 2 4 ＝量ご・：亜： 口径 1 9 ．4 口緑 部 は強 く外 反 す る複 合 口緑 で 口緑 部 内 外面 ヨコナ デ 、 ヨ コナデ 1 － 2 m m大 の砂 粒 を わず か に 合

周溝 端 部 は丸 い 。屈 曲 部 の稜 は小 さ く の 3 単 位 不明 瞭 。外 面 肩部 横 方向 む。 1 m m以 下 の細 砂粒 を多 量 に

突 出 す る。頚 部 は 細 くしま り、 肩 の パ ケメ 、胴 部斜 め 方 向の パ ケ メ、含 む 。

の 張 りは強 い。 や や厚 手 。 パ ケ メは粗 い 目で粗 雑。 内 面 肩部

右 方向 の へ ラケ ズ リ。

焼 成 普通 。

淡 黄 褐 色。 口緑 部 一 部黒 唖 有 り。

口緑 ～頚 部 4／5 、肩 部2／3。

2 5 喪 口径 （1 4 ．6） 口緑部 は直立 気 味 に外 反 す る複合 口緑 部 内 外面 ヨコナ デ 2 単 位。 屈 1 m m大 の紗 粒 をわ ず か に含 む。

最 大胴 径 ロ緑 で、 端部 はや や角 張 る。 屈 曲 曲部 上 面 に楠描 沈 線状 の細 か い擦 1 m m以下 の 柵砂 粒 を比 較 的 多量

（2 3 ．5） 部 の稜 は 水平 方 向 に突 出 す る。 肩 痕 が残 る。 体 部外 両横 ～斜 め方 向 に含 む。

部 外面 に木 口状工 具 に よる刻 み 目 の パケ メ調 整 の ち肩 部ナ デ 仕上 げ 、焼 成 普通 。

が 3 本 あ る。 内面 右 方向 の へ ラケ ズ リの ち肩 部

丁寧 な ナデ 。

淡 黄 褐 色。

口緑 部3／5、 肩部 1／2。
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〔法量（）は推定値〕

出土 位置 N o． 券 種 法量 （cm ） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎 土 ・焼 成 ・色 調 ・遺 存状 態

3 号 墳 2 6 把 手 付 口径　 3 2．8 口緑部 は外傾 す る複 合 口緑 で 、端 ロ緑 部 内外 面 ヨコナ デ、 内 面端 部 1 m m大の 砂 粒少 量 含 む。 1 m m以

周港 内 埋葬 喪 最 大胴 径 部 は外 側 に面 をな して 丸 く膨 らみ に 2 条 凹 みが は しる。外 面 肩部 左 下 の 細砂 粒 を 多量 に 含む 。

施設　 棺蓋

棺 身

ヽ

棺 穿孔 部

3 9．0 を もつ。 屈 曲部 の稜 は外 下方 に鋭 上方 向 か らの パ ケ メ、体 部 下半 縦 焼 成 やや あ まい。

底 径 1 5 ．7 くの び る。体 部 は最 大 胴径 位 が高 方 向の パ ケ メの ち胴 部乱 方 向 の斜 淡 桃 黄褐 色 。

器 高　 3 3 ．3 位 に あ り、底 部 まで直 線 的 にす ぼ め のパ ケ メ、 パ ケ メは非 常 に細 か 完 形 。

ま る。肩 部 に貝 殻 腹緑 に よ る櫛描 い 目。 底 部周 辺 は磨 滅 の ため調 整 底部 外面 、 高 坪坪 部 の合 わ さ っ

平 行 線帯 → 波状 文 帯が め ぐる。 底 不 明。 内 面体 部 下半 左 方向 、上 半 て いた 部分 が 黒ず ん で い る。接

部 は 緑 の丸 い大 きな平 底 。肩 部 の

相 対 す る位 置 に環状 の把 手 が上 向

き につ く。焼 成 後 の穿 孔 が胴 部 と

底 部 に施 され る。

右 方向 の へ ラケ ズ リ。

把 手 は栢 描施 文 後 に棒状 粘 土 を差

し込 んで 装着 し、接 合 面 の まわ り

に粘土 を補強 す る。 そ の後 も との

施 文 を重 な る よ うに把 手 の左 右両

側 に平 行 線帯 と波状 文 帯 を壷 ね て

う ま くつ け て い る。

着剤 の痕 跡 の 可能 性 が あ る。

2 7 大 型壷 口径　 23 ．5 口緑 部 は 内傾 し、 瑞部 はや や 角張 口綾 部内 外面 ヨ コナデ 。 外面 頚 部 2 mm大 の砂 粒 を少量 含 む。

最大 胴 径 るム・屈 曲部 の 稜 は厚 く突 出 す る。 ～肩 部上 か ら下 へ の縦 方 向の パ ケ 焼 成や や あ まい 。

43 ．8 頚部 は 器高 に比 して短 く、 体部 は ‘メの ち施 文 の ため ナデ 消 し。 体 部 黄褐 色 。棺 蓋 が かぶ きっ てい た

底径 13 ．7 肩 の張 る倒 卵 形。 底 部 は緑 の 丸い 下 半 非 常に 細 かい 目の縦 方向 の ハ 部 分 は褐 色 に変 色 して い る。

器 高　 5 0．9 大 きな 平壌 を もつ 。 肩部 貝 殻腹 緑

に よ る平 行線 帯 を施 して、 波状 文

帯 をめ ぐらせ た後 最 後 を平 行線 帯

に 重ね て い る。底 部焼 成 後 の穿 孔

約 11 × 1 9 cm。

ケメ 後、 下 位 はナ デ消 して仕 上 げ

る。 胴部 に 幅広 の パ ケメ が 同 じ高

さ に認 め られ る。 内面 体 部底 部 か

らの上 方 向 のへ ラケ ズ リの ち肩 部

右 方 向 のへ ラ ケ ズ リ。

完形 。

2 8 高　 塀 口径　 2 2．0 坪体 部 は 丸味 を もち、．口線 部 で ゆ 口緑 部 内外 面 ヨ コナ デ。 杯部 外 面 1 mm大 の 砂粒 を少量 含 む 。 1 mm

被 覆土 器 脚 径 1 4．0 るやか に 外反 す る。 口緑 端 部 カ ッ 部分 的 に逆 時計 まわ りの へ ラケ ズ 以 下 の紙 砂粒 を比 較的 多量 に合

トされ 小 さ く角 張 る。脚 部 との接 リ様 の痕 残 る、 内面 へ ラ ミガ キの む 。

合 は 円板 充填 式 で、 坪 底部 内 面 の ち にナ デ仕 上 げ と思 われ るが単 位 焼 成 不良 。

脚 部分 は 凹 む。 坪底 部 外面 小 円孔 不 明。 脚部 外 面ナ デ 、へ ラ ミガキ 淡 黄 白褐 色 。

穿 つ。 脚 部 はゆ るや か に外 方 へ 開

き、脚 端 部 は カ ッ トされ面 を もつ。

全 体 のつ く りは粗雑 で 券面 が 平 滑

でな い。

の有 無 不 明。 坪 部 完形 、 脚部 4／5。

5 号墳 29 大 型壷 口径 （27 ．2） 口緑 部 は内 傾 し、 端部 は平坦 面 を ロ綾 部 内 外面 ヨコナ デ 。体 部 外面 1 － 2 mm大 の砂 粒 を比較 的 多量

南 西隅 表土 な して 外側 に肥 厚 す る。 屈 曲部 の 非 常 に細 か い 目の縦 方 向 のパ ケ メ に含 む 。

稜 は水 平方 向 に厚 くのび る。 同 一 調 整。 肩 部 内面 左 方向 のへ ラケ ズ 焼 成 あ まい。

個 体 の破 片 で は頚 部 下位 に木 口状

工 具 に よる羽状 文 、 肩部 に は浅 い

楠 描 沈線 帯 で 申 した 間 に刻 み 目 を

2 段 交互 に施 文 して い る。 同一 個

体 の底 部 は緑 の丸 い 大 きな 平底 を

呈 し、 底部 中 央 は焼 成後 の 穿孔 の

可 能性 が あ る。 ロ緑 部 の器 壁 は厚

い が、 体部 破 片 は薄 い 。

リ。 淡橙 黄 褐 色。

口緑 部 1／12、 底部 ほぼ完 存 。体

部破 片 全体 の 約 1／1 0。

5 号 墳 ．3 0 喪 口径 1 4．0 ロ緑部 は 外傾 し、端 部 は 内側 に面 口綾 部 内外 面 ヨ コナ デ。 肩 部外 面 2 m m大 の 砂粒 を比較 的 多量 に含

周 溝哩 土 をな して 凹む 。 屈 曲部 の稜 は鋭 い。横 方向 のパ ケ メ、 内 面右 方 向の へ む 。 茶色 粒 子 を含 む。

肩 部楠 描 平行 線 帯→ 波状 文 を施文 。 ラ ケズ リ。 焼 成 普通 。

黄 褐 色。

口緑 一 肩部 1／2。

5 号墳 3 1 高　 塚 口径　 3 2 ．1 稜 を もつ 大 型の 高 坪。 口緑 部 は 外 磨滅 して調 整 不 明。 杯 底部 内面 へ 紬 砂 粒 を 多量 に含 む。

南 西 隅 反 して端 部 は外 側 に丸 くお わ る。 ラ ミガキ 後ナ デ 、脚 部 との 接 合 は 焼 成 不 良。

脚 部 太 い。 円 板充 填 式で 、 その 後 にナ デ が施

され てい る。

暗 黄 白褐 色 。

口緑 部 1／6、坪 底部 一脚 部 上 半完

存 。
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第29図　5号墳・1号土墳墓出土遺物図

〔法量（）は推定値〕

出土 位置 N o． 器 種 法 量 （c m） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 脂 土 ・焼 成 ・色 調 ・遺 存 状態

1 号 土壌 3 2 喪 肩部 片。 木 口状 工 具 に よ る羽 状 文 外 面 磨滅 、 内面 右 方 向の へ ラ ケズ 1 － 2 m m大 の砂 粒 を少量 含 む。

を有 す 。 リ。 焼 成 普通 。‾

桃 橙 褐 色。

肩部 1／10。

鉄器・石器

出　 土　 位　 置 N o． 種　 類 ‘ 大 き さ （cm） 特　　　　　　　　　　　　　 徴

1 号墳 F l 鉄　　 斧 全 長　　　 9．1

刃 幅　　 5．1

厚 さ　　 2．7

袋部 は楕 円形 で 内径 3 ．3×1 ．8 cm。 刃 部 は台 形 気味 。

2 号 墳

2 号 主 体部

F 2 鉄 製 刀子 残 存 長 1 1 ．5

刃幅　　 1 ．7

厚 さ　　　 0 ．2

板 状 で非 常 に薄 い 。 刃部 完存 し茎部 欠 損。 関 は 不明 。 刃部 中央 セ・折 れ 曲が る。

土墳 墓 群 S l 砥　　 石 残 存 長　 7 ．6 二 つ に割 れ 、 両端 を欠損 して いた が、 ほぼ形 を留 めて い る。 断 面三 角形 状 で 磨面 は 3 両 。 辺 に

1 号溝 東

上 層哩 土

最 大 幅　 3 ．2

最 大 厚　 2 ．1

も磨 面 を認 め る。 2 両 は大 変良 く研磨 され 、側 面 l．こは擦痕 が 残 る。 下割 面 に も擦 痕 が あ る。

土 墳 墓群

5 ・6 号 土墳 墓

上 層 哩土

S 2 石　　 錘 全 長　　　 7 ．0

最 大幅　 4 ．3

最 大厚　 1．7

扁平 な 石 の両 端 部 を両面 よ 年切 り込 む。 表 面滑 らか で光 沢 を もつ。 重 量4 9 g。
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石鉄計測表

第30図　鉄器・石器遺物図

Sl

；「Ir14）（22b Eヨ砥面

（長・幅・厚：mm，重：mg）

出土 位置 N o． 種 類 基 部形 基部 の 細 部調 整 調 整 整 形 中央 断面 形 欠損 部 尖端 長 さ 幅 厚 さ 重 右　 材

土 墳 墓群

1 号 土墳 墓

底 部

S 3 石 鉄 極 凹 薄 両 両 面 非 極 菱形 ． 尖端 部

脚 端 部

◎ （19 ・0 ） 1 6 ．0 3 ．5 6 0 0 安 山岩 質

4 号 墳

周 溝 S W 区

上 層 哩土

S 4 石 鉄 極 凹 厚 両 両 面 非 極 平 凸 脚 端部 ◎ 2 2 ．5 1 4 ．0 3 ．0 5 5 0 黒 曜 石

略号及び用語解説

1．基部形

極凹形：凹み部の長さに対してその深さが9分の1より大きくなるもの

凹　形：凹み部の長さに対してその深さが10分の1から20分の1のもの

直線形：凹み部及び突出部の幅に対して、その深さもしくは高さが20分の1以下のもの

2．細部調整

薄両：薄形而面細部調整　厚両：厚形而面細部調整　厚表・平裏：厚形表面細部調

整・平形裏面細部調整　平形細部調整：打撃角が25度以下　薄形細部調整：打撃角が

25～55度　厚形細部調整：打撃角が55－70度

－43－

3．調整

両面：両面細部調整　片面：片面細部調整

4．整形

非極：平形及び薄形細部調整による整形

5．尖端

◎：特に鋭い　○：鋭い　×：鋭くない

6．（数字）は残存部の大きさ、重さを示す

7．石材は肉眼による識別



土器はできる限り図化をはかった。土墳墓群出土土器の器種構成をみると、注口土器・壷・

大型壷・婆・鼓形器台・台付瑞がある。図化できなかったものでは大型高塚埠部片と注口土

器2個体がある。注口土器については4個体はあったことになり、5号土墳墓と6号土墳墓

で1個体ずつ出土していることから、一般的な器種ではないだけに注意される。

壷無類のうち6号土墳墓棺上出土賓5は、口緑部のヨコナデ成形の明らかな外反の強い複

合口緑であるが口綾部・体部ともに調整はへラミガキである。肩部の文様も多条で振幅の小
註）

さい古式の波状文であり、土井編年の上種第5貯蔵穴7号・住居祉27号期に比定される。婆

底部Iも同型式で、当遺跡ではl・5より古いものは出土していない。

全形を知りうる1号溝出土壷8・9は、口綾部ヨコナデの単位はまだ2単位で、肩部には

振幅の長い波状文を施文し、体部は縦方向主体のパケメ調整で底部は平底を留めている。8

は口綾部が直立し底部は尖り気味と形態変化があり、肩部に体部下半とは別の粗い目のパケ

メを左上方向から施している点で、一括遺物ながら後出的特徴をもっている。榔塚第2号貯

固穴期に比定される。その他の壷無類の口緑部も口緑部外面に櫛描沈線状痕を残し、東高江

2号貯蔵穴～榔塚第2号貯蔵穴期におさまるものである。

古墳群出土土器について遺存していたものの器種構成をみると次のようになる。

1号墳：大型壷・高塀・小型器台

2号墳：大型壷・聾・高塚・鼓形器台

3号墳：壷・聾

3号墳土器棺墓：大型壷・把手付喪・高塚

4号墳：婆

5号墳：大型壷・婆・高塚

土墳墓群も含めて4号墳以外のどの古墳も大型壷を伴っていることは供献土器か棺使用かは

別として葬送儀礼を考えるうえで興味深い。以下、特徴的な個々の遺物の時期について説明

を加えたい。

1号墳出土土器には小片ながら小型器台受部I8があった。器形・脂土からみて搬入品では

ない。小型三種土器を受容後に当地で作成したものであり、受部と脚部との接合がすでに円

板充填式へと形態変化しており、宮ノ下4・6号住居址期以降と考えられる。2号墳出土鼓

形器台23は上台部端部・脚端部ともに外方に折れてはいるが、端部は角張らず丸く終わって

いる。筒部径は太く、上下の稜は突出しないで粗雑なっくりとなっている。これらを定形化

前の古い要素とみたい。少なくとも榔塚第5号住居址期よりも古い。3号墳土器棺墓の26・

27は、大型厚手で大きな平底を残している。未だ棺専用の特徴が顕著ではなく、体部は最大

胴径位の高い比較的薄手に仕上げている。27は体部縦方向のパケメ、26は肩部に左斜め方向

のパケメが施されることから、宮ノ下4・6号住居祉期に併行すると考えられる。肩部の施

文は楠描平行線と波状文であるが、5号墳29は平行線に羽状文、2号墳20は羽状文と新しい

－44－



文様構成へと変化しさらに大型化している。大型で浅い高塀は宮ノ下4・6号住居祉期では

へラミガキ調整を主とする。28は杯底部が平坦で器形的には新しいが、へラミガキが不明瞭

で埠底部と口緑部の境に粘土の接合痕が残り、外面にへラケズリ痕跡を認めるといった粗い

つくりである。これらは古い要素の可能性もあるが、脚部のゆるやかな広がりから一応、宮

ノ下4・6号住居址期を考えた。2号填高塚22は3号墳28と大きさ・形とも差異はない。と

ころが、柱状部内面の円板充填後のナデ調整が22・3Iで認められた。この時期に特有の技法

であるのか地域性によるものか検討を要するものである。

註　土井珠美　「鳥取県下の状況」『弥生時代後期から古墳時代初頭のいわゆる山陰系土器について』　第18
回埋蔵文化財研究会事務局1986年

IV　鑑　定

ニタ子塚遺跡1号墳周港内埋葬施設より検出されたウシの骨について

鳥取大学医学部解剖学第2講座

井　上　貴　央

I．はじめに

倉吉市ニタ子塚遺跡の古墳群からは、1－5号境の5基の古墳が検出されている。このう

ち、1号境は最も大きい方墳で4世紀前半代のものと考えられているが、この古墳の周溝よ

り獣骨が検出された。獣骨は鳥取大学医学部法医学教室の井上晃孝助教授を経て筆者に同定

を依頼されたものであって、筆者自身現地で確認したわけではない。一部の骨は図面に描か

れ実測されていたが、一括して取り上げられた骨や歯も多数あった。検出した骨は形状から

ウシの骨と同定した。

鳥取県内で古墳の周溝から動物の骨が検出された例としては長瀬高浜遺跡7号項のウマ、

同遺跡24号境のウシの例があるが、類例は多くない。本稿ではその重要性にかんがみ、検出

骨の記載を中心に同定結果について述べる。

2．検出状況と検出骨

1号境の北西側の周溝より検出されたものであるが、ウシの骨を埋葬した時の掘り方は明

らかではない。検出時の図面をみると頭蓋は主体部の長軸方向と直角な方向に前後をむけて

上顎・下顎が紺合状態で検出されている。後の検討結果からこの顎骨は左側のものであるこ

とが明らかになったが、図面に描かれていない左側の歯牙も検出されている。また、右側の

下顎骨及び下顎歯は一括取り上げされたものの中に含まれていた。検出された骨は何れも頭

部のものであって、椎骨、肋骨、骨盤、四肢骨は検出されていない。

図面に描かれていた紺合状態にある骨は左側上顎と左下顎骨であって、歯は舌側面を上に

向けた状態で検出されていたことが確認できた。したがって、一括取り上げされた右側の歯
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牙は図面より高い位置から検出されたものと思われる。

検出された左側下顎歯は、第1－第3前臼歯と第1－第3後臼歯、左側上顎歯は第2～第

3前臼歯と第1－第3後臼歯である。また、右側下顎歯は第1－第2前臼歯と第1－第3後

臼歯が検出されている。歯牙はいずれも永久歯であって乳歯は検出されていない。歯牙の噴

耗は中程度に進んでおり歯根も完成していることから、埋葬されたウシは成獣の個体であっ

たと推定される。

その他部位の同定にたえない骨片が数点あるが、いずれも頭蓋骨の一部であると思われる。

3．ウシの埋葬とその意義

頭蓋骨は骨質が薄く保存されにくいが、上・下顎が紺合状態で検出されていることから判

断して、ウシの頭部が埋葬されていたとみるべきであろう。また、四肢骨、頸、胸・腹部の

骨はまったく検出されていないことから考えると、埋葬されたものはウシの頭部のみであっ

て、体幹から切り離したウシの頭部を埋葬したものと考えて良い。すなわち、今回検出され

キウシの骨は食物残梓として廃棄されたものではなく、何等かの意図を持って供献されたも

のとみることが出来よう。長瀬高浜遺跡7号境の周溝からはウマの全身骨格が検出されてい

る。また、同遺跡の24号境の周溝からはウシの歯牙が3点検出されている。このウシの歯は

周溝上面から検出されているので、供献とは断定できないが、今回検出されたウシの頭蓋は

埋葬儀式に伴う供献動物遺体と判断していいように思われる。今後類例を待ちたい。

稿を終るにあたり、ウシ骨の検討の機会を与えられた倉吉市教育委員会の関係各位に御礼

申し上げる。

4．まとめ

1）倉吉市ニタ子塚遺跡の1号境の周溝からウシの頭蓋骨の一部と歯牙が検出された。

2）埋葬されたウシは成獣のものである。

3）検出されたウシは頭部のみであり、上・下顎が紺合状態で検出されていることから体

幹から頭部を外し、頭部を供献したものと考えられる。

5．参考文献

井上貴央（1983）「長瀬高浜遺跡より検出した人骨と動物遺体について」『長瀬高浜遺跡発掘

調査報告書VI』pp．285－312．鳥取県教育文化財団

Ⅴ　ニタ子塚6号墳

調査区の西側約50mの同一丘陵の尾根上、標高約69－72mに立地する前方後円墳である。こ

の古墳は開発地区外であったが、ニタ子塚遺跡を解明する上で重要と考え、平板による墳丘

測量を実施した。墳丘全長は41m、周溝と見られる平坦面を含めると約55m、主軸方向はN780

Eで前方部が西南西、後円部が東北東に向く。推定される後円部直径約26m・高さ3m、前方
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第31図　ニタ子塚6号墳墳丘測量図
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部幅約26m・高さ2．7mである。主体部は横穴式石室が後円部と前方部に1基ずつ合計2基確

認された。後円部の石室を1号主体部、前方部の石室を2号主体部と名付けた。

1号主体部　後円部中央に位置し、主軸と直交して南側に開口する横穴式石室である。天

井石、玄門石等の石材が露出しており、石室の長さは3m前後、幅は2m前後と推定される。

羨道部若しくは前庭部と推定される平坦地が、長さ約4m・幅約2mにわたって残存する。

2号主体部　前方部中央に位置し、主軸と平行して西側に開口する横穴式石室である。天

井石が露出しているが、石室の規模は不明である。羨道部若しくは前庭部と推定される平坦

地が約2m四方残存する。

この古墳は、前方部が開き、前方部と後円部の比高差がほとんどない。主体部が横穴式石

室である。以上の2点から概ね6世紀代の築造と考える。

（註）研究者の間ではこの古墳は、津原古墳あるいは半坂3号境と名付けられていた。しか

し、津原は大字の名称で範囲が広く、また半坂3号境の名称は、そもそも半坂地内に古墳－

がなく不適切である。この古墳は以前から存在が知られており、小字のニタ子塚という地

名は当古墳を示していると考えられる。このためニタ子塚古墳と呼ぶのが妥当であるが、

今回発掘したニタ子塚遺跡の遺跡名と混同を招く恐れがあり、ニタ子塚6号項と名付ける

こととした。

参考文献

野田　久男　「津原古墳」『前方後円墳集成・中国四国編』　山川出版1991年

VI　考　察

土墳墓群について

時期　時期決定の判断材料になる遺物が出土したのは、3・5・6号土墳墓と1・2号溝の

みである。このうち、3号土墳墓出土の賓底部片I、6号土墳墓出土の婆5は上種第5遺跡
註1）

7号貯蔵穴・27号住居祉段階（以下、上種第5）に比定される。1号溝出土の壷9や2号溝

出土の壷13はこれより1型式新しく、東高江2号貯蔵穴段階（以下、東高江2号）に比定さ

れる。また同じく1号溝出土の壷8、5号土墳墓出土の器台3は更に1形式新しい榔塚2号

貯蔵穴段階（以下、才鄭塚2号）に比定されるものであった。

このように3形式の土器が出土しており、他の遺構もこの範囲内に納まるものと考えられ

る。この上種第5－榔塚2号という時期は畿内の庄内期と並行する時期で、あえて実年代を

当てはめるならば3世紀後葉から3世紀末、弥生時代から古墳時代への移行期にあたる。

個々の遺構については、5・6号土墳墓出土遺物は供献遺物のためそのままの時期と考え

て良かろう。しかし3号土墳墓出土遺物は哩土への混入のため、近くにあったそれ以前の古

い時期の遺物が入ったものと考えられる。その他の遺構の時期については特定できない。
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立地　本土墳墓群は標高74m、遺跡内の最高所付近に立地しており、水田面との比高差は約60

mある。採石事業のために削られた南東の尾根と1－6号項が並ぶ尾根との合流点にあたる。

西側は丘陵が入り組んでいるが、東側は開けており、弥生時代から古墳時代にかけての遺跡
註2）

が点在する立縫遺跡群を見晴らすことができる。調査前の分布踏査では、その立地条件とこ

んもり盛り上がったような地形から古墳の可能性が指摘されていた。
註3）

このような丘陵項部に営まれた土墳墓群としては、県内では鳥取市桂見土墳墓群や鳥取市
註4）

西桂見土墳墓群などが知られており、弥生時代後期後半に散見される。そして、このような

土墳墓群は多くの場合これに続く前期の古墳が同一丘陵上に造られるようである。

墓域の区画　本土墳墓群の特徴は溝によって3方を区画されている点にある。このように土
註5）

墳墓群に区画施設を持つ例としては桂見土墳墓群や関金町泰久寺中峯土墳墓群が挙げられる。

桂見土墳墓群は墓城を整地し周囲の一部を右列で区画したもので、泰久寺中峯土墳墓群は墓

城の一部に鋤先状に貼り石をして区画したものである。本土墳墓群のように溝によって区画

される例は、県内では西桂見土墳墓群で2つの土墳墓群を仕切るための溝が検出されている
註6）

以外は知られていない。少し視野を広げると兵庫県豊岡市の立石墳墓群103号地点を類例とし

てあげられよう。ここでは、浅い直線的な溝で2方を区画された一群やカスガイ型の溝で区

画された土墳墓などが検出されている。また、時期も庄内期とされており共通点が多い。

溝　本土墳墓群を区画する3方4条の溝は、長さ、深さ、形態、主軸方向に於いて大きく異
註7）　　　　　　　　　　註8）

なっており、古墳やいわゆる方形周溝墓に見られる周溝、後口谷墳丘墓に見られるような区

画溝とは様相を異にする。以下、溝に関して若干の考察を加えてみたい。

1号溝は土墳墓群の北を区画する溝である。しかし、両端の折れ曲がるカスガイ型の形態

や7号土墳墓との位置関係から考えると、土墳墓群を区画する以上に7号土墳墓との密接な

関係が想定される。溝中央の供献台は溝底から10cm以上浮いた位置で検出されており、溝が

ある程度埋まってから設置されたと考えられる。このため、出土したまとまった量の土器は
／

7号土墳墓の葬送儀礼として供献されたものではなく、ある程度時間をおいてから土墳墓群

全体に対して供献された可能性もある。2号溝は土墳墓群の西を区画する溝である。溝とし

ては非常に浅いもので、溝底の土墳墓群側に用途不明の小港を持つ。また、この溝は4条の

溝の中で唯一土墳墓群の主軸に合う溝であり、中心となる4号土墳墓との関連が強いと考え

られる。3号溝は2号溝と同様に土墳墓群の西を区画する溝であるが、2号溝の延長線上に

位置しない。また形態も大きく異なっており、2号溝とは全く別の性格を持ったものと考え

られるが詳細は不明である。4号溝は土墳墓群の南を区画する溝である。形態に大きな特徴

はないが、2号溝よりかなり深く、主軸が3号溝同様土墳墓群の主軸と合わない。これは、

3・4号溝が墓城の南東方向への拡張に伴って設けられたためか、当初から個々に何等かの

特別の役割をもって設けられたためであろう。

このように本土墳墓群を区画する溝は単に「溝」とするには問題が多い。しかし、1・2・
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『河内地域の弥生時代木棺の型式と変遷』より抜粋

第32図　木棺型式

3号溝から同一個体の大型婆片が出土しているので、少なくともこれ等の溝は同時に存在し、

墓城を区画していたことは間違いない。

埋葬形態　今回の調査では10基の土墳墓が検出されたが、その埋葬形態は多種多様であった。

大きく、木棺痕跡が検出されたものとされなかったものに分かれ　されたものは更に木棺形

態によって分かれる。更に祭柁形態によっても分かれる。

まず、木棺形態による分類をしてみたい。本土墳墓群の木棺は全て腐蝕して失われている

ため、平断面に残る痕跡からの分類となる。また、分類に当たっては沖積低地部で多くの木
註9）

棺が出土して高る河内地域の分類（図32参照）に従うこととした。検出された7基の木棺墓

のうち、I型式に属するものは6・7号の2基、II型式に属するものは1・3・4・9号の

4基、III型式に属するものは5号の1基である。I型式は墓墳底に小口痕跡を残すもので、

7号は両側で6号は片側で検出された。II型式は墓墳底には木棺痕跡を残さないもので、棺

の大きさの2段掘り（1・3・4号）や土層断面の立ち上がり（9号）によって推定される。

III型式の墓墳底に小口痕跡と側板痕跡を合わせ持つもので、この型式は底板を持たない。5

号は小口痕跡と側板痕跡の深さに差が無いものだが、一般に小口痕跡の方が深いものが主流

である。

以上3型式の木棺が使用されているが、段の在り方など細かな点を見ると個々に異なる特

徴を持っている。この中で、規模の大小はあるが、唯一全く同じ特徴を持つのが3・4号で

ある。この3・4号は位置・規模・掘り方・主軸方向からみて、土墳墓群内の中心主体と見

られる土墳墓である。3・4号の特徴は3段掘りという珍しい掘り方を持つ点にある。下段

はおそらく木棺掘り方であろうが中段にはどのような意味が有るのだろうか。このような掘
註10）

り方を持つ類例は時期は異なるがイザ原11号項の主体部に見ることができる。この主体部は

一部3段掘りの木棺墓で、中段の縁辺部には蓋を密閉するための灰白色粘土が詰められてい
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た。つまり、中段の掘り方は蓋を納めるためのものということになる。3・4号では粘土で

は無く炭化物が検出されたが性格こそ違え同様に蓋の縁辺部を示すものと考えて良かろう。

次に祭柁形態であるが、共通の特徴を持っているのは5・6号である。5・6号は掘り方の

特徴は異なるが、T字状に接するのみでなく、標石を持ち、棺上に注口土器・器台などの遺

物を供献するという共通の墓上察把を行なっており、密接な関係が想定される。このような
註11）

祭柁形態は、出雲地方においては弥生時代後期以降一般的に行なわれているものであるが、
註12）

児中部ではそれ程一般的なものではなく、阿弥大寺1号墓3号土墳墓や泰久寺中峯遺跡の第

11土墳墓で見られる程度である。

このような埋葬形態の違いは土墳墓群が存続する時期幅から見て、時期差によるものとは
J

考えられず、階級・性別・年齢・家族（出自）等の違いによるものであろう。

以上、土墳墓群についての考察を思いつくままに書き連ねてきたが、この結果いくつかの

特徴が見えてきたように思う。第一は比較的短期間に営まれたこと、第二は見晴らしの良い

最高所に立地していること、第三は溝によって区画されること、第四は中心となる埋葬施設

を持つこと、第五はグルーピングできるものも有るが多様な埋葬形態を持つことである。こ

れ等の特徴から、本土墳墓群は弥生時代の後期後半に墳丘墓や土墳墓群という形で見られる

首長墓的な集団墓の流れの最終段階のものと言えよう。

古墳群について

時期　5基とも主体部からの土器の出土が無かったため正確な時期を言うことはできないが、

周溝内から出土したわずかな土器と周溝の切り合い関係から時期を推定してみたい。3号墳

出土の蜜25は口緑部の不酎苗沈線をナデ消す古い特徴を持っているが、全体のプロポーション

からみて宮ノ下4・6号住居址段階（以下、宮ノ下4・6号）に比定されるものであろう。

また、3号境の周港内埋葬施設である土器棺や5号墳出土の賓30も宮ノ下4・6号に比定さ

れるものである。2号項は婆2い器台23から宮ノ下3B・7号住居址段階（以下、宮ノ下3

B・7号）に比定される。1・一4号項は時期決定の判断材料となりうる遺物の出土が無いの

で、切り合い関係から考えてみたい。切り合いから見た築造順は次の通りである。

4号墳→3号墳→2号墳→1号墳

＼5号墳

これによると1号境は2号項より後に造られているので宮ノ下3B・7号以降ということ

になる。下限は不明だが大きな時期差はないと考えたい。4号項は3・5号項より先行する

ものであるから宮ノ下4・6号以前ということが言えよう。上限は古墳群が土墳墓群より後

発のものであることから上種第5までは遡らないであろう。

以上のことから本古墳群は古墳時代前期、あえて実年代を当てはめるならば3世紀末頃か

ら4世紀中葉にかけて連続的に造られたものと考えられる。
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第33図　ニタ子塚遺跡遺構変遷模式図

立地　土墳墓群が標高74m付近の丘陵項部に立地するのに対して、古墳群は土墳墓群からや

や下った標高71－73mの丘陵東側の傾斜変換点に立地する。土墳墓群と古墳群中最古の4号

項とは直線距離で約はm離れている。大きく立派に見せたいという発想からすれば尾根上の

なるべく高い位置に築造するのが普通である。しかし、この古墳群は土墳墓群の周囲に大き

な余地が在るにも関わらず、土墳墓群を強く意識し、より低位に造られている。これは土墳

墓群と古墳群との密接な関係を表わしている。おそらく、この古墳群は、土墳墓群の被葬者

集団の直系集団が墓制の変化に対応し、祖先に対する畏敬の念を払いながら築いたのであろ

う。尾根から外れた斜面に造られたのも同様の理由と考えられる。3・5号境の周溝に陸橋

が残されていることから尾根上に墓道の存在が推定される（図33参照）。当然この道は古墳群

の築造以前に土墳墓群にアクセスするために使われた道であったはずである。この道を壊さ

ないためにあえて斜面に築いたのではなかろうか。2－5号境が軸をほぼ揃えて築かれてい

るのに1号墳だけ方向を変えたのも、そのまま続けると尾根上に上がってしまうからだと理

解できる。また、1号境の隣に古墳が造られなかったのは、尾根の鞍部にあたるのでスペー

スが無くなったためか、古墳の立地条件として要求されるものが変わったためだと考えられ

る。なお、東側の斜面に築かれたのは被葬者の集団が丘陵の東側に集落を形成しており、そ

こから眺望できる様にしたためだろう。

墳丘と周溝　墳丘の規模は南端の5号境が最小で4・3・2・1と北にいくほど大きくなる。

これは4号境と5号項との関係を除いて築造順によるもので、新しく造る度に規模を拡大し

ている。5号境が4号項の後に造られたにもかかわらず規模が小さいのは、5号項の主体部
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の規模から考えておそらく子供の墓だったためと考えられる。墳形は他の県内の発生期古墳

と同様に全て方墳だが、5号項はかなりいびつな形である。また4号境は1～3号項に比べ

るとやや辺が丸みを帯びている。盛土は1号項でわずかに残っていたのを除くとほとんど

残っていなかった。しかし、主体部の削平状況から1－3号境は数10cm以上の盛土があった

と考えられる。これに対して4・5号境は主体部の掘り方が深くほとんど削平を感じさせな

い。おそらく、周溝を掘った土を盛り上げた程度で、「周溝を持った土墳墓」といったイメー

ジの墳墓であったであろう。このように1～5号項では規模の拡大と共に墳形の定型化や盛

土の増加といった変化が有ったと推定される。

周溝は全て尾根側の3方を囲いコの字状に巡る。新しい周溝はすでに有る周溝を意図的に

切っており、強い同族意識が感じられる。発生期の古墳は主に地山の削り出しによって墳丘
註13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註14）

を造る例が多く、本古墳群のように周溝によって囲まれる例は米子市青木遺跡のF地区やH
註15）

地区で見られる程度である。また、3・5号境にある尾根側中央の陸橋状の掘り残しも青木
註14）

遺跡FSXOlに見ることができる。

主体部　盛土の残りが悪かったにもかかわらず、1・4・5号墳各1基、2・3号墳各2基、

計7基の主体部が検出された。内訳は1号項の主体部が竪穴式石榔、2号境の1・2号主体

部と4号境の主体部が木棺墓、3号境の1・2号主体部と5号境の主体部が土墳墓であった。

ただし、木棺痕跡が見つけられなかったため土墳墓とした主体部も、木棺墓であった可能性

はあろう。3基の木棺墓を土墳墓群と同じ様に型式分類すると、小口・側板痕跡を持つ4号

境の主体部が5号土墳墓と同じIII型式、これに対して、2号項の1・2号主体部は3・4号

土墳墓などと同じII型式であった。この違いが時期差によるものか、土墳墓群からのつなが

りによるものなのかは大変興味深い問題である。3基の木棺墓のうち2号墳2号主体部は、

土墳墓群には見られなかった粘土が検出面と墓墳底で検出された。この内、墓墳底で検出さ
註16）

れた粘土については粘土枕として報告したが、鳥取市覚寺7号項で見られるような板状の粘

土枕とはかなり様相を異にするもので、若干大き過ぎる嫌いも有る。このため、枕ではなく、

何等かの理由で棺上に置かれた粘土塊が崩落したものである可能性も示唆しておきたい。

主軸は1・2号項が丘陵尾根筋に平行する東西方向、3－5号境が丘陵尾根筋に直交する

南北方向であった。頭位はあくまで推定の城を出ないが、1号墳主体部、2号墳1・2号主

体部はそれぞれ小口の石積みの様子、副葬品の位置、粘土枕の位置から南、3・4・5号墳

主体部は小口幅から西と考えられる。ここで2号境から主軸が変わった理由を考えてみたい。

主体部の頭位を意識して古墳群と土墳墓群を見ると、全て土墳墓群のある方向に頭位が向い

ているように見える。このことから、墳丘の1辺に主軸を合わせながら、土墳墓群に頭位が

向くように方向を変えたというのは考えられないだろうか。つまり、1・2号項になると土

墳墓群からの距離が遠くなるので、頭位を西側にすると、土墳墓群の方を向かなくなる。そ

のため、主軸方向を振り替えて頭位を南側にしたということである。特に1号境の主体部は
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墳丘の角度が変わったこともあって土墳墓群の中心線に近い方向となっており、深い関係が

有るように思わ．れる。

副葬品は2号墳1号主体部で刀子が1点出土した。これは土墳墓群・周港内埋葬施設も含

めて全19基の埋葬施設中唯一のものである。この刀子は、出土時には3つに折れていたため

気がつかなかったが、摸合すると刃部が故意に大きく曲げられていることがわかった。この
註3）

ように故意に曲げられた鉄製品が副葬されていた例は、鳥取市桂見1号墳第1主体の鉄剣、
註14）　　　　　　　註17）

青木遺跡FSX04の鈍の他、堤谷古墳群など前期の古墳に見られる。山陰の弥生時代の墳丘墓
註12）

や土墳墓にはほとんど鉄製品の副葬はなく、県内では阿弥大寺地区第11土墳墓の鉄刀、西桂
註4）　　　　　　　　　註18）　　　　　　　　　　　註19）

見土墳墓群の刀子、鳥取市門上谷1号墓の鉄刀、米子市岡成第9遺跡SX26の刀子など数例が

あるが、何れも曲げられていなかった。また、古墳時代後期には多くの古墳に鉄製品が副葬

されているが、管見によると意図的に曲げられたと考えられる例は見られない。よって、お

そらく故意に曲げられた鉄製品を副葬するのは、古墳時代前期特有の葬送儀礼だと考えられ

る。

】号墳主体部の竪穴式石柳について　竪穴式石榔は前方後円墳の成立に伴い導入される。一東

伯蓄地方で古墳時代前期の竪穴式石櫛の例は、向山古墳群宮ノ峰19号墳（方墳・一辺27m　倉
註20）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註21）

吉市小田）・21号墳（円墳・径30m）、馬ノ山4号墳（前方後円墳・全長推定100m　羽合町橋津）

がある‾。富ノ峰21号境は石榔の長さが内法で4．6m、築造時期は出土遺物から4世紀前半代と

推定される。馬ノ山4号境は石榔の長さが内法で8．8m、出土遺物からおよそ4世紀中頃の築

造と推定され、ともに長大な割竹形木棺が想定されている。それに比べ、ニタ子塚1号境は

古墳の規模が周溝を含め12．5mで、石榔規模は長さ2．4m、割竹形木棺の復元長さ1．8m、幅0．4

mと小さい。しかも一般的な石榔で見られるように、板石を水平に積み上げ蓋石をするのでは

なく、基底石を立てた上に板石を木棺に立てかけるように持ち送っている。したがってニタ

子塚1号境は、古墳の規模から明らかなように首長級の墓ではなく、宮ノ峰19・21号項といっ

た首長級の古墳に竪穴式石榔が採用されてから後に、これを模して築造したと考えられる。

1号境の築造時期は、出土土器よりおよそ4世紀中葉の築造と推定される。また、上神猫山
註22）

3次調査1号墳第3主体は、木棺の両小口に丸く整形した板石を立て両側壁に一列に板石を

並べている。これはニタ子塚1号境の竪穴式石榔と直接結びつかないものの、割竹形木棺に

板石を立てかけ囲う点で類似性が認められ、この古墳が築造された時期が土井編年・上神猫

山段階であることは、ニタ子塚1号境の築造時期を考える上で興味深い。

周溝内埋葬施設　周溝内の埋葬施設は3号境より土器棺墓が、1号境より牛墓が各1基検出

された。

土器棺墓は県内では弥生時代前～中期の土墳墓中に散見される程度で、後期後半の墳丘墓
註3）

や土墳墓群には見られない。それが古墳時代になると、鳥取市桂見2号項や会見町普段寺1
註23）

号項など古い段階の古墳から、副次的な主体部や周溝内埋葬として一般化する。3号境の土
＿　′
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器棺は土器型式から、その中でも初現的なものと考えられる。

周溝に埋葬されていた獣骨は、鳥取大学の井上貴央先生に鑑定していただいた結果（詳し

くは第IV章参照）、牛の頭蓋骨の一部と歯牙であることがわかった。周溝内から牛の骨が検出
註24）　　　　　　　　註25）

された例は、羽合町長瀬高浜24号境の他、大栄町上種14号項がある。上種14号項は6世紀後
註26）

半の帆立貝式古墳で、頭蓋骨と肩肝骨が検出された。周港内に獣を埋葬するのは、①被葬者

の埋葬時に殉死させた、②古墳の被葬者が飼っていた動物が死んだために追葬した、③時期

をおいて子孫が祖先に対して供献した、④被葬者には直接関係無く、獣を埋葬するのに古墳

の周溝を利用した、などが考えられよう。このうち1号項の牛墓は、周溝がかなり埋まって

から掘り‘込まれており、1号境の築造時とは隔絶した時期に造られたものと考えられること

と、頭部を切り放して埋葬されたという鑑定結果を踏まえると、③の性格を持つものであろ

う。

以上、古墳群の時期・立地・墳丘・主体部・副葬品、及び土墳墓群との関係について検討

を加えてみた結果、次のような、築造順に伴う遺構の特徴とその変遷過程が見えてきた。

①土墳墓群…丘陵項部に小首長墓が造られ始める

②4号墳…丘陵の傾斜変換点に一項一葬墓が造られ始める。

③3号墳…墳形が定型化し、墳丘が高くなる。

④2号墳1号主体部…鉄製品が副葬される。

⑤2号墳2号主体部…主体部に粘土が用いられる。

⑥1号墳…主体部が竪穴式石榔になる。

⑦1号墳以降…おそらく立地条件が変わり、離れた尾根上に造られるようになる。

このように本古墳群は徐々に「古墳」として完成されていくのだが、ここで一つの問題が

浮かび上がってきた。それは調査時には「土墳墓群」に対する言葉として漠然と「古墳群」

という用語を使ってきたが、果たして1－5号境は「古墳」と呼んでいいのだろうかという

問題である。特に4号項は、庄内から布留への移行期という微妙な時期、斜面に立地する低

墳丘、副葬品を持たない木棺墓など古墳とは呼べないような要素を多々持っている。そのた
註27）

め、「古墳」の他に「墳丘墓」・「方形周溝墓」と呼ぶべきだという考え方もあるように思う。

この中で我々は土墳墓群と古墳群との間の遺構上の較差を重視し、集団墓から一項一葬墓へ

の移行の背景に弥生時代から古墳時代へのダイナミックな社会変化があったと捉え、1－5

号項を全て「古墳」と呼ぶこととした。ただし、これを以て結論とするのではなく議論の出

発点として項きたい。
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おわりに

今回の調査では、弥生的な墳墓の最終段階である土墳墓群とそれに続く発生期の古墳を検

出することができた。本市でも今までに多くの古墳が調査され、いくつかの弥生墳墓の調査

もされてきたが、このようなケースは初めてであった。これは本市における古墳時代の始ま

りを考える上で非常に貴重な資料となった。また、ほとんど実態の解かっていなかった古墳

発生期の小首長墓に初めてメスを入れる画期的な調査でもあった。しかし、このような貴重

な遺跡の発掘機会を与えられたにも関わらず、その機会を十分に生かすことができなかった

ように思う。今後、この報告書が同様の遺跡を研究する際の基礎資料の一つとなれば幸いで

ある。

最後に、末筆ながら調査の実施並びに報告書の作成にあたって、指導・協力・助言を項い

た方々に感謝の意を表したい。
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（8）森下哲哉　『大谷・後口谷墳丘墓発掘調査報告書』　倉吉市教育委員会1986年

（9）田中清美　「河内地域における弥生時代の木棺の型式と階層」『文化財学論集』　文化財学論集刊行会

1994年

（10）根鈴輝雄　『イザ原古墳群・小林古墳群発掘調査報告書』　倉吉市教育委員会1983年

（11）東森市良　「山陰地方における弥生墳丘墓の展開と地域的特性」『山陰地方における弥生墳墓の研究』

島根大学法学部考古学研究室1992年

（1功　眞田廣幸　『上米積遺跡群発掘調査報告一阿弥大寺地区－』　倉吉市教育委員会1981年

（1割　鳥取市桂見1・2号墳（註3）、米子市日原6号墳（参考資料4）など。

（1㊨　船越元四郎他　『青木遺跡発掘調査報告書I F・J地区』　鳥取県教育委員会1976年

（15）船越元四郎他　『青木遺跡発掘調査報告書III A・B・E・H地区』　鳥取県教育委員会1978年

（咽　松下利秀他　『覚寺古墳群』　㈱中国建設弘済会覚寺古墳群発掘調査団1990年

（用　現在遺物整理中のため未発表。

（咽　原典にあたれなかったため、参考資料2による。

（1幼　藤原裕子　『岡成第9遺跡』　米子市教育文化事業団1993年

伽）根鈴智津子「向山古墳群宮ノ峰支群の発掘調査から」『文化財だより第22号』倉吉文化財協会1991年

¢1）大村俊夫　『山陰の前期古墳文化の研究I　東伯蓄I・東郷池周辺』　山陰考古学研究所1978年

鋤　倉吉市教育委員会編　『猫山遺跡第3次発掘調査報告書』　倉吉市教育委員会1985年

㈹　原典にあたれなかったため、参考資料4による。

㈲　西村彰滋他　『長瀬高浜遺跡発掘調査報告書VI』　鳥取県教育文化財団1983年

－56－



㈹　馬淵義則他　『上種西古墳群発掘調査報告』　大栄町教育委員会1984年

㈹　松井　章　「犠牲となった動物・霊を運ぶ動物」『日本の美術3　人物・動物埴輪』　至文堂1995年

齢　古墳時代のいわゆる「方形周溝墓」として報告されている例は、猫山遺跡・青谷町大口第2遺跡・米子市

青木遺跡（註15）などがある。

眞田廣幸　『上神猫山遺跡発掘調査報告』　倉吉市教育委員会1979年

松下利秀他　『大口遺跡群発掘調査報告（大口第2遺跡）』　青谷町教育委員会1989年

参考資料（順不同）

1．土井珠美　「鳥取県下の状況」『弥生時代後期から古墳時代初頭のいわゆる山陰系土器について』

第18回埋蔵文化財研究会事務局1986年

2．山桝雅美　「因幡地方の弥生時代の墓とその様相」　平成6年度埋蔵文化財発掘技術研修会発表資料

3．長岡充展　「東伯蓄地方の弥生時代の墓とその様相」　平成6年度埋蔵文化財発掘技術研修会発表資料

4．久保穣二郎「西伯蓄地方の弥生時代の墓とその様相」平成6年度埋蔵文化財発掘技術研修会発表資料
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図版1

調査前空中写真

（西より）

調査区空中写真

（西より）

調査後全景

（南西より）
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土墳墓群検出状況

（北より）

土墳墓群完堀

（北東より）

1号土墳墓

（南東より）



2号土墳墓

（南東より）

3・4号土墳墓

（右）（左）（北西より）

5号土墳墓

（北西より）



6号土墳墓

（南西より）

8号土墳墓

（南西より）

9号土墳墓

（北東より）



7号土墳墓・1号溝

（南東より）

1号溝遺物出土状況

（北より）

1号溝供献台

出土状況

（北西より）



（北東より）

（南西より）

（南東より）
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1号墳主体部

石柳内堀り下げ

（北東より）

1号墳主体部

粘土床検出状況

（北東より）



1号墳主体部

敷石検出状況

（北東より）

1号墳主体部完堀

（北東より）

1号墳周構内

埋葬施設（東より）



（西より）

2号墳主体部

検出状況

（南より）

2号墳主体部完堀

（北より）



3号墳

3号墳主体部

．（東より）

3号墳周構内

遺物出土状況

（北より）



3号墳周港内

埋葬施設

土器棺出土状況

（北より）

3号墳周構内

埋葬施設

（北より）

3号墳周構内

埋葬施設完堀

（北より）



図版13

（西より）

4号墳

4号墳主体部

（東より）

5号墳

（西より）



5号墳主体部

（東より）

車1号土壌

（北東より）

ト2号土壌

（北より）

▼3号土壌

（東より）
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ニ夕子塚6号墳全景

（南西より）

1号主体部

2号主体部

（南より）

（西より）
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3号墳出土遺物 図版17
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1・ウシ右下顎歯の舌側面（a）と右下顎歯に下顎骨を付着させたところ（b）
2．ウシ左下顎骨と左下顎歯の舌側面

3．ウシ左上・下顎歯と左下顎骨の舌側面
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